
最
近
の

i墾
rml玉i

つ神
のまゆ

喜恵
載案
決事i
のま:t.

盆i3
Eつ
評い
犠て

悶

次

は
じ
め
に

第
一
章

間
つ
の
控
訴
審
判
決
の
概
饗

公
式
参
拝
事
件
の
控
訴
審
判
決

-
岩
手
県
議
会
簿
冨
神
社
公
式
参
拝
議
決
事
件
e

効
台
高
義
判
決
〈
平
…
一

γ
一
・
一

O)

2
靖
雷
神
社
会
式
拳
拝
事
件
・
播
蹴
側
溝
毅
判
決
(
平
閲
・
関
・
ニ
八
)

3
靖
倒
神
社
公
式
参
拝
事
件
・
大
震
高
裁
判
決
〈
平
四
・
七
・
一
二
ハ
〉
〉

玉
串
料
等
公
金
支
出
事
件
の
強
訴
審
判
決

-
岩
手
県
靖
国
神
社
五
僚
料
等
支
出
事
件
・
仙
台
高
義
判
決
(
平
一
叩
?
?
一

O)

2
愛
競
県
端
精
密
神
社
玉
串
料
等
支
出
事
件
・
高
校
高
裁
判
決
{
平
四
・
査
・

理監滋のま意図神社関係官苦戦決について(灘滞)

第
二
愈

国
の
行
為
の
「
家
教
性
(
宗
教
的
意
義

-
g的
ご
の
認
定
規
準

「
悲
観
的
い
判
断
窺
準
に
掠
拠
し
た
判
決

一一、-

灘

簿

信

彦

〈
北
九
州
大
学
)
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吋
客
観
的
」
判
断
規
準
に
掠
拠
し
た
特
決

第
一
二
家

罰
の
行
為
の
「
宗
教
支
援
効
果
い
の
翠
定
規
準

最
大
限
の
・
著
し
い
効
果
・
影
響
を
規
準
と
す
る
判
決

最

課
の

護
鈴
な
効
果

察
署
~ 
規
準
と
す
る
判
決

第
自
章

目
的
と
効
果
の
認
定
要
紫
と
し
て
の
「
一
般
人
」
と
祭
教
伯
郡
中
立
性

宗
教
的
中
立
牲
と
「
一
般
人
」

l 

宗
教
的
中
立
性
の
原
則

2 

津

i 
f牛

書
裁
判
決

愛
媛
県
靖
摺

殺
五
串
料
等
支
出
事
件
松
山
地
裁
事j
決

お

る

般
人

士
一
般
人
」
は
闘
の
各
為
の
宗
教
性
'
宗
教
支
援
性
を
低
滅
寸
る
饗
索
か
・
高
め
る
饗
繁
か

-156-

ー
宗
教
性
・
宗
教
支
援
性
安
母
滅
す
る
要
素
と
み
る
判
決

2
家
教
性
・
宗
教
文
機
性
令
官
側
め
る
要
素
と
み
る
判
決

結
ぴ
に
か
え
て

iま

じ

め

津
地
禁
事
件
最
高
裁
誌
は
、
政
教
分
離
の
誌
は
「
国
家
主
義
性
な
い
し
宗
教
的
中
立
性
」
を
意
味
す
る
、
と
述
べ
て

い
る
。
宗
教
の
自
由
や
良
心
の
告
白
な
ど
精
神
的
自
由
の
侵
害
の
観
点
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
欝
と
宗
教
の
鋳
わ
り
合
ぃ
、
と
り
わ
け

政
治
的
冒
的
の
た
め
の
宗
教
の
粍
累
が
よ
り
広
範
な
弊
害
〈
社
会
的
国
家
島
提
乱
、
暴
動
、
あ
る
い
は
戦
争
〉
を
も
た
ら
す
と
い
う
事



実
か
ら
も
、
闘
が
基
本
的
性
格
な
い
し
本
質
的
機
能
に
お
い
て
非
宗
教
的
世
俗
的
で
あ
る
べ
き
こ
と
、
し
た
が
っ
て
宗
教
的
中
立
性
を

保
持
す
ぺ
ゑ
こ
と
が
要
務
さ
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
富
家
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
!
と
掴
家
神
遺
体
制
と
の
支
配
を
許
し
た
経
験
か
ら
、
同
問
家
の
非
宗
教
性
な
い
し
宗
教

的
中
定
性
の
確
保
を
淫
に
饗
議
す
る
憲
法
上
の
原
則
は
、
き
わ
め
て
現
実
的
な
意
義
を
も
っ
。
そ
し
て
、
裁
判
科
所
が
こ
の
癒
法
上
の
麗

裂
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
ど
こ
ま
で
そ
の
適
期
範
闘
を
広
げ
よ
う
と
す
る
の
か
、
も
し
く
は
こ
れ
を
狭
く
限
定
し
よ
う
と
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
所
が
「
憲
法
の
番
人
」
と
し
て
の
役
割
を
自
党
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
法
の
支
配
の
援
理
と
薬
本
権
の
保
障
を

担
保
す
る
憲
法
制
度
と
し
て
の
違
憲
審
査
簡
が
機
能
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
ο

最
高
裁
は
、
津
地
鎮
祭
事
件
に
お
い
て
、
憲
法
の
政
教
分
離
規
定
の
適
用
議
題
を
狭
く
現
定
す
る
意
図
そ
も
っ
て
そ
の
解
釈
を
試
み

た
。
こ
れ
と
対
黒
的
に
、
意
識
規
定
の
適
用
範
期
そ
最
大
隈
に
拡
大
す
る
遊
を
際
く
も
の
と
み
ら
れ
る
判
訣
が
、
愛
媛
県
靖
際
神
社
玉

(2) 

串
料
等
支
出
事
件
の
第
一
審
裁
判
所
(
松
山
地
裁
〉
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
。
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最近のま書感神社関係絡事i決について(淑海)

本
報
告
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
判
決
に
示
さ
れ
た
解
釈
と
適
用
規
準
の
ど
こ
が
ど
う
瀧
う
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
諜
い
が
生
じ
る
の

か
を
詑
較
対
m
黙
さ
せ
、
最
近
の
四
つ
の
高
裁
判
決
が
、
最
高
設
と
松
山
問
地
裁
の
い
ず
れ
の
判
訟
の
見
解
・
立
場
に
立
と
う
と
し
、
い
ず

れ
仁
近
づ
こ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
比
較
検
討
考
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
比
較
検
討
の
対
象
と
な
る
四
つ
の
高
裁
判
決
を
大
ま
か
に
紹
介
し
て
お
く
。

第

章

期
間
つ
の
控
訴
審
判
決
の
概
要

公
式
参
拝
事
件
の
披
訴
審
判
決



宗教法12号(1993)

岩
手
靖
臨
神
社
公
式
参
拝
議
決
事
件
仙
台
高
裁
判
訣

こ
の
事
件
は
、
岩
手
謀
議
会
が
、
吋
鵠
の
代
表
と
関
賓
の
会
式
参
拝
」
を
要
議
す
る
決
議
案
受
可
決
し
、
こ
れ
を
内
容
と
す
る
意
莞

1 
脊
枇
守
会
作
成
し
、
上
京
の
う
え
内
閣
総
理
大
慈
等
に
そ
れ
ら
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
き
、
岩
手
県
生
長
ら
が
、
本
件
決
議
の
要
望
す
る

替
相
持
行
為
が
憲
法
ニ

O
条
一
環
援
設
、
同
条
一
一
一
壊
、
お
よ
び
八
九
条
に
違
反
し
、
そ
う
し
た
行
為
を
求
め
る
本
件
決
議
が
無
効
で
あ
る

と
し
、
県
議
会
議
長
な
ら
び
に
議
員
ら
に
対
し
、
(
る
お
文
書
作
成
妻
お
よ
び
旅
饗
相
当
葱
の
損
容
を
浴
剤
に
与
え
た
こ
と
に
つ
き

〈
地
方
自
治
法
二
盟
二
条
の
こ
第

境
構
設
に
基
づ
い
て
〉
損
害
賭
償
を
鵠
求
し
、

(b)
ま
た
〈
予
備
的
に
)
議
長
が
法
律
上
の
車
窓

な
く
し
て
右
の
費
用
相
滋
額
の
金
員
を
制
約
得
し
、
か
つ
議
員
ら
が
不
法
行
為
を
行
会
い
省
支
出
相
当
績
の
損
害
を
県
に
与
え
た
こ
と
に

っ
き
(
地
方
自
治
法
二
四
二
条
の
こ
第
二
吸
器
号
後
段
に
暴
づ
い
て
)
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
不
当
利
得
返
還
と
損
害
賠
償
と
を
請
求
し
、

墨
田
剣
地
方
裁
斡
携
に
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈立

藤
間
地
裁
は
こ
の
欝
求
を
紫
却
し
た
。
県
議
会
の
要
望
す
る
「
公
式
袋
持
」
が
憲
法
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ

-158-

う
な
判
断
を
示
し
た
。
〈

a)
曜
和
五
一
二
年
お
よ
び
五
五
年
の
欝
務
大
臣
の
靖
冨
神
社
務
持
に
関
す
る
政
府
統
一
見
解
に
能
っ
て
検
討

す
れ
ば
、
被
告
ら
の
要
望
す
る
会
式
挙
搾
は
、
「
公
爵
資
格
で
行
う
参
拝
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
を
も
っ
て
憲

法
二

O
条
一
項
、
三
項
に
漣
反
す
る
も
の
と
は
な
し
え
な
い
。

(b)
肉
類
総
潔
大
臣
等
も
副
総
人
と
し
て
「
患
懇
、
稽
条
、
良
心
の
吉

由
、
韓
教
の
自
・
回
」
そ
有
し
、
公
人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
。

(
C
)

か
り
に
本
件
決
議
の
内

容
が
、
天
皇
一
や
内
閣
総
理
大
臣
等
に
、
憲
法
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
え
な
い
よ
う
な
「
鵠
の
行
事
と
し
て
」
行
な
わ
れ
る
参
拝
そ
求
め
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
右
決
議
を
違
憲
無
効
と
は
な
し
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
本
件
決
議
は
「
単
な
る
事
実
行
為
い
で
あ
っ
て

「
何
ら
の
法
的
効
果
を
伴
う
も
の
で
は
な
」
〈
、
ま
た
議
員
ら
は
政
治
礁
に
あ
る
も
の
と
し
て
「
政
治
的
要
求
の
表
明
」
を
な
す
に
つ

き
憲
法
(
一
九
条
・

一O
条
)
の
保
障
会
、
つ
け
る
か
ら
で
あ
る
。



(4} 

事
件
は
仙
台
高
等
裁
判
所
に
控
訴
さ
れ
た
。
同
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
訴
し
た
。
本
件
議
決
に
つ
い
て
こ
れ
が
単
な
る
事
実
行
為

で
あ
る
と
か
政
治
的
意
見
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。
普
通
地
方
公
共
閉
体
の
議
会
の
議
員
は
、
開
会
議
員
に

認
め
ら
れ
て
い
る
発
欝
・
表
決
に
慢
す
る
免
糞
特
権
は
付
与
さ
れ
て
お
ら
ず
、
憲
法
お
よ
び
法
令
を
誠
実
に
遵
守
し
て
職
務
を
遂
行
す

べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
議
会
内
で
の
議
員
の
発
蓄
、
表
決
の
選
法
憶
が
明
白
で
あ
え
こ
れ
に
故
意
、
過
失
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
に
よ
り
地
方
公
共
団
体
に
違
法
な
支
出
を
さ
せ
る
な
ど
損
害
を
与
え
た
ば
あ
い
に
は
不
法
行
為
と
な
る
。
そ
し
て
、
間
判
決

は
、
本
件
議
決
の
意
味
、
内
容
を
倹
討
し
、
天
皇
、
内
関
総
理
大
臣
等
の
公
式
参
拝
が
靖
期
間
一
神
社
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
の
宗
教
的
意
義
、

な
ら
び
に
そ
の
車
接
的
援
在
的
、
お
よ
び
間
接
的
潜
在
的
な
影
響
効
果
に
か
ん
が
み
て
、
L

石
公
式
参
拝
が
憲
法
二

O
条
三
墳
の
宗
教
的

活
動
に
あ
た
る
と
し
た
。

2 

滞
留
神
社
公
式
参
拝
事
件
権
問
高
裁
判
決

-159-

紹
川
和
六

O
(
一
九
八
五
)
年
八
月
一
五
日
、
内
障
総
理
大
臣
中
曽
根
康
拡
は
、
靖
国
神
社
の
拝
綾
で
「
内
期
総
理
大
臣
中
曽
摂
康
弘
」

最近のま官爵締役関係務総決について(灘湾}

と
記
較
し
、
本
搬
に
て
黙
祷
し
、
深
く
一
札
し
て
選
出
し
た
。
そ
の
さ
い
、
国
費
か
ら
高
山
花
料
」
と
し
て
一
一
一
万
円
を
靖
臨
神
社
に
融
制

め
で
、
本
殺
に
「
内
期
間
総
理
大
臣
中
曽
根
康
弘
」
の
名
を
掲
げ
た
生
花
を
供
え
さ
せ
た
。
参
拝
後
、
報
道
関
様
者
に
「
内
閣
総
理
大
臣

の
資
格
で
参
拝
し
た
。
い
わ
ゆ
る
会
式
参
拝
で
あ
る
」
と
間
約
一
奮
し
た
。

仏
教
の
僧
倍
、
門
徒
、
信
徒
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
父
、
牧
師
隊
、
信
考
、
靖
国
神
社
に
合
記
さ
れ
て
い
る
戦
没
者
の
遺
族
等
に
よ
り
、

右
会
式
参
拝
が
、
憲
法
一
一

C
条
一
ニ
壊
、
お
よ
び
八
九
条
に
濃
挺
し
、
そ
れ
に
よ
り
鑓
教
の
自
由
、
宗
教
的
人
格
権
、
宗
教
的
プ
ラ
イ
パ

シ
!
様
、
お
よ
び
平
和
的
生
存
権
等
が
侵
書
さ
れ
た
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
き
、
閣
を
被
告
と
し
、
内
期
総
務
大
関
棋
の
不

法
行
為
に
よ
る
原
告
ら
の
損
害
の
賠
穫
を
求
め
て
揺
悶
州
地
方
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。

{5) 

撞
岡
地
裁
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
購
求
を
棄
却
し
た
。
〈

a)
政
教
分
離
農
定
は
、
「
い
わ
ゆ
る
制
疲
的
保
雄
俸
の
規
定
で
あ
っ
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て
、
私
人
の
法
的
利
援
を
直
接
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
」
か
ら
、
者
規
定
に
漣
試
す
る
一
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
関
に
対
し

損
害
賠
績
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

(
b〉
本
件
公
式
参
持
に
よ
っ
て
「
車
告
ら
が
密
教
上
の
不
鞘
益
な
取
扱
い
を
受
け
た
と

か
、
宗
教
上
の
強
制
を
受
け
た
い
事
実
は
露
め
ら
れ
な
い
し
、
議
教
的
入
絡
機
、
宗
教
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
様
、
平
和
的
生
存
権
は
、

吋
法
的
保
護
に
依
す
る
矧
明
確
な
権
斜
」
と
は
龍
め
が
た
く
、
原
告
ら
の
権
創
刊
が
侵
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

〈

a
p〉

事
件
は
、
福
間
高
等
競
判
所
に
按
訴
さ
れ
た
。
需
栽
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
〈
韮
)
宗
教
間
体
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
な
靖
関
神
社
に
、
辺
腕
度
的
に
継
続
し

公
式
審
拝
が
行
な
わ
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
ぞ
れ
が
靖
国
神
社
に
対
す
る

「
援
場
、
時
部
長
、
促
進
」
の
効
粂
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
と
は
い
え
ず
、
参
拝
の
方
式
が
神
道
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
従
来
の
政
府
競

見
解
で
問
問
題
と
さ
れ
て
い
た
点
が
解
消
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

(
b〉
し
か
し
、
本
件
公
式
参
拝

は
、
参
拝
の
方
式
を
そ
れ
な
り
に
配
惑
し
、
政
府
乙
し
ん
そ
れ
が
宗
教
的
野
為
で
な
い
と
説
明
し
て
実
施
し
、
か
っ
一
期
だ
け
に
と
ど
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ま
っ
て
い
る
な
ど
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
闘
が
靖
冨
信
仰
を
公
認
し
、
富
民
に
響
、
つ
べ
き
も
の
と
し
て
範
を
足
し
た
と
か
、
原
告
ら
に

靖
顕
脅
侮
を
押
し
つ
け
た
と
か
、
原
告
ら
の
信
教
の
自
由
に
間
接
的
強
制
が
加
え
ら
れ
た
と
か
い
う
こ
と
は
で
診
な
い
。
〈
C
〉
原
告

ら
が
「
諮
教
の
自
由
」
の
使
容
に
つ
い
て
の
不
安
や
危
倶
の
念
を
い
だ
き
、
精
神
的
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
が
、
宗
教
的
人
格
様
、
宗
教
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
あ
る
は
平
和
的
生
葬
権
が
其
体
的
権
制
約
な
い
し
法
的
脅
益
と
は
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
、
原
告
ら
の
権
利
な
い
し
法
的
制
約
議
の
罷
害
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

靖
聞
神
社
公
式
参
拝
事
件
大
阪
高
裁
判
決

内
賭
総
理
大
臣
中
曽
根
康
弘
の
公
式
参
拝
に
つ
い
て
は
、
ま
た
‘
靖
間
関
神
社
に
合
龍
谷
れ
て
い
る
戦
没
者
の
遺
旗
な
い
し
近
義
者
に

3 
よ
っ
て
、
大
阪
地
方
裁
判
所
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
、
次
の
点
が
主
張
さ
れ
た
。

{
a〉
本
件
公
式
参
拝
は
、
憲
法
ニ

O
条
一
一
一
壊
お
よ
び

八
九
条
に
違
ま
し
、
信
教
の
自
由
、
宗
教
的
人
格
織
な
い
し
宗
教
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
機
、
お
よ
び
平
和
的
生
存
権
愛
護
害
す
る
も
の
で



あ
る
。

(b)
し
た
が
っ
て
、
霞
が
、
橿
家
賠
欝
法
上
の
貨
任
を
負
う
ほ
か
、
中
曽
根
首
根
は
、
国
民
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
よ
う
配

議
す
る
職
務
上
の
義
務
に
違
反
し
か
っ
響
意
を
も
っ
て
参
拝
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
勢
根
康
弘
じ
し
ん
も
民
法
七

O
九
条
以

下
の
規
定
に
よ
っ
て
糞
慌
を
長
う
べ
き
で
あ
る
。

(7) 

大
阪
地
裁
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
請
求
を
棄
却
し
た
。
(
忍
本
件
公
式
参
拝
に
よ
り
原
告
ら
が
「
億
教
を
理
劇
と
す
る
不
利

益
な
寂
扱
い
や
強
制
を
受
け
た
」
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
宗
教
鵠
人
格
権
、
宗
教
的
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
、
平
和
的
生
専
権
は
、
「
法
律

ょ
の
権
制
約
な
い
し
法
的
利
益
」
と
は
罷
め
ら
れ
な
い
。
〈
b
〉
麗
告
ら
の
慰
謝
料
構
求
は
、
公
式
参
拝
が
憲
法
に
進
度
す
る
と
の
「
創
刊

断
を
受
け
る
た
め
に
選
択
し
た
訴
訟
の
形
式
に
す
ぎ
ず
」
、
そ
の
主
援
す
る
精
神
的
苦
痛
な
る
も
の
も
、
原
告
ら
の
憲
法
解
釈
等
に
反

し
て
公
式
参
拝
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら
生
乙
た
「
不
快
感
、
焦
燥
感
な
い
し
穣
り
い
と
い
っ
た
も
の
で
、
法
律
に
よ
っ
て
教
済
す
べ

き
損
害
に
は
あ
た
ら
な
い
。

(
C
〉
ゆ
え
に
聞
に
対
す
る
鶏
求
に
理
由
が
な
い
。
ま
た
、
中
曽
根
康
弘
に
対
す
る
請
求
は
、
聞
に
対
し
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て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
主
張
じ
た
い
理
由
が
な
い
。

最近の靖闘神社I!II係鎗判決について(量産襲撃)

(S) 

事
件
は
大
阪
高
等
裁
判
所
に
整
訴
さ
れ
た
。
朔
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
訴
し
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。
〈
忍
靖
関
神
社
盟
営
化

運
動
を
背
景
と
し
て
公
式
参
拝
を
求
め
る
連
動
が
展
開
さ
れ
、
内
閣
官
房
授
官
の
私
的
諮
問
機
関
た
る
「
務
関
懇
」
の
報
告
に
基
づ
き

見
解
を
変
更
し
て
な
さ
れ
た
「
会
式
参
拝
」
は
、
「
将
来
も
、
縦
軸
祝
し
て
:
・

i
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て

従
来
の
政
府
統

な
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
。

(
b〉
関
家
神
道
の
廃
止
が
政
教
分
離
の
想
震
で
あ
り
、
靖
韻
神
社
は
「
聞
家
衿
避
の
中
心
的
存
在
い
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
件
公
式
参
拝
の
お
り
な
わ
れ
た
「
場
鶏
」
が
そ
の
靖
国
神
社
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
合
憲
性
判
断
に
お
い
て

考
慮
さ
れ
る
べ
ゑ
重
要
な
饗
素
で
あ
る
。
(
三
本
件
公
式
拳
拝
が
「
戦
没
者
の
護
を
愚
め
る
こ
と
を
主
善
的
問
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て

も
」
、
こ
れ
会
「
外
形
的
・
客
観
的
に
」
判
断
す
れ
ば
、
「
神
社
、
神
道
と
か
か
わ
り
を
も
っ
宗
教
的
活
動
マ
あ
る
」
。
〈
d
)
本
件
公
式

参
拝
の
「
一
般
人
に
与
え
る
影
響
、
効
薬
」
は
、
公
式
参
拝
が
ニ

O
条
一
一
一
項
の
「
祭
教
的
議
動
に
該
当
す
る
疑
い
が
強
い
」
と
の
判
断
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の
根
拠
と
さ
れ
る
。
公
式
参
拝
に
持
す
る
国
内
の
多
く
の
宗
教
闇
体
を
は
と
め
市
民
団
体
等
か
ら
の
抗
議
お
よ
び
ア
ジ
ア
誇
蜜
か
ら
の

反
発
も
、
か
か
る
制
判
断
に
お
い
て
表
議
さ
れ
る
べ
き
要
素
で
あ
る
。
〈

e)
し
か
し
、
本
件
公
式
参
拝
は
「
憲
法
二

O
条
三
雲
お
よ
び

八
九
条
に
違
反
す
る
と
ま
で
は
額
定
し
が
た
」
く
、
仮
に
容
の
各
規
定
に
違
反
す
る
・
・
と
し
て
も
、
控
訴
人
ら
は
、
本
件
公
式
参
拝
に
よ

り
「
法
律
上
様
議
さ
れ
た
具
体
的
権
利
な
い
し
法
援
の
犠
審
を
受
け
い
、
ま
た
「
掛
慰
謝
料
を
も
っ
て
救
済
す
べ
き
損
害
を
被
っ
た
」
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
・
伊
勢
稜
傭
人
に
対
し
蝋
梅
賠
償
会
求
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
訴
競
求
は
穂
由
が
な
い
。

玉
出
中
料
等
公
金
支
出
事
件
の
控
訴
審
判
決

l 

撃
靖

室

料
等
支

事

高
裁

決

岩
手
県
は
、
靖
犀
神
社
に
対
し
三
回
に
わ
た
り
玉
串
料
お
よ
び
蔵
野
科
と
し
て
合
計
一
一
万
一
千
円
を
支
出
し
た
。
こ
の
支
出
は
巣
福

祉
部
車
生
援
護
襲
畏
の
専
決
事
項
と
し
て
な
さ
れ
た
。
岩
手
票
差
異
ら
は
、
右
公
金
支
出
が
憲
法
人
九
条
、
一
一

G
条
一
項
な
ら
び
に
コ
一
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項
に
違
笈
す
る
と
し
て
、
県
知
事
、
県
福
祉
部
長
、
お
よ
び
右
課
長
に
対
し
、
地
方
自
治
法
二
回
二
条
の
二
第
一
項
題
号
構
段
に
基
づ

き
、
損
害
罷
積
を
請
求
し
、
盛
問
地
方
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。

議
縄
地
畿
は
、
知
事
お
よ
び
福
祉
部
授
は
被
告
適
格
を
欠
く
か
ら
筒
被
告
に
対
す
る
訴
え
は
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
怒
下
し
、
次
の

〈

GV

よ
う
に
判
草
し
た
。
〈

浪
曲
叩
料
等
は
、
従
来
の
慎
務
に
よ
り
原
生
援
護
課
授
の
専
決
に
属
す
る
交
際
費
か
ら
支
出
さ
れ
た
。

(
b
)

本
件
支
出
は
、
い
わ
ば
「
行
政
主
体
の
弔
開
行
為
あ
る
い
は
香
華
料
等
を
贈
る
行
為
」
に
あ
た
り
、
そ
の
「
方
法
、
熊
謀
、
患
悶
目
的

に
熊
ら
せ
ば
、
「
戦
役
者
の
慰
盤
の
た
め
の
社
交
的
儀
礼
〈
死
者
儀
礼
〉
と
し
て
な
怒
れ
た
贈
与
い
で
あ
っ
て
、
宗
教
的
日
行
事
に
あ
た

ら
ず
、
靖
聞
神
社
に
特
権
を
与
え
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
こ
れ
を
援
助
す
る
こ
と
令
閥
的
と
し
た
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
憲
法
二

O
条
認

項
な
ら
び
に
一
項
、
お
よ
び
八
九
条
に
違
反
し
な
い
。



{mu 

事
件
は
仙
台
高
等
裁
判
所
に
撞
訴
さ
れ
た
。
間
猿
判
所
は
、
本
件
玉
出
中
料
等
の
支
出
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
〈

a〉

本
件
玉
感
謝
付
等
の
奉
納
の
も
つ
、
戦
没
者
追
悼
と
い
う
儀
礼
能
、
世
俗
的
側
一
留
と
宗
教
釣
側
面
と
は
、
不
可
分
で
あ
り
主
従
を
つ
け
が

た
い
か
ら
、
そ
の
奉
納
の
宗
教
性
は
、
戦
没
者
追
悼
と
い
う
世
俗
性
に
よ
り
排
除
さ
れ
、
希
薄
化
さ
れ
う
る
も
の
明
、
は
な
い
。
〈
b
)
本

件
公
金
支
出
の
一
認
の
金
額
は
少
な
く
と
も
、
岩
手
撃
が
、
他
の
京
教
毘
体
に
比
し
て
靖
随
神
社
を
特
割
譲
し
て
い
る
と
の
印
象
を
社

会
一
般
に
与
え
、
艇
に
こ
の
支
出
が
適
法
権
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
会
醤
の
市
町
村
が
詞
様
の
奉
鵜
に
及
ぶ
こ
と
は
十
分
に
予
想
さ

れ
、
こ
う
し
た
こ
と
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
五
串
料
等
の
支
出
は
特
定
の
宗
教
団
体
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
か
っ
そ
の
宗
教
的

活
動
を
援
助
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
県
の
非
宗
教
伎
な
い
し
中
立
性
を
績
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
の
支
出
に
よ
っ
て
生

乙
る
岩
手
県
と
靖
罷
神
社
と
の
か
か
わ
り
合
い
は
、
そ
の
波
設
的
効
果
と
諸
般
の
事
情
を
考
撤
す
る
と
、
相
当
と
さ
れ
る
痕
農
を
超
え
、

憲
法
一
一

O
条
五
壌
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
あ
た
る
。
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し
か
し
、
岡
高
裁
は
、
豪
議
の
責
任
に
つ
き
次
の
よ
う
な
判
断
支
不
し
た
。
被
告
部
長
に
つ
い
て
は
被
告
適
格
そ
百
定
し
、
被
告

最近の鋪聞き事位置書係諸鞠淡について{滋君事〉

知
事
に
つ
い
て
は
本
件
公
金
支
出
の
専
決
者
に
対
す
る
指
揮
監
督
ょ
の
義
務
違
反
(
合
金
支
出
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
の
職
務
上
の
怠
穣
や
こ
れ
安
知
っ
た
後
の
指
揮
監
普
権
の
不
行
使
の
過
失
〉
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
被
告
課
長
に
対
す
る
翁
求

に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
天
農
の
蟻
御
に
伴
う
臓
員
の
懲
成
免
除
及
び
職
員
の
魁
賠
償
責
経
に
基
づ
く
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
」
(
「
公

務
員
の
懲
戒
免
除
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
)
に
よ
り
、
本
件
踏
韓
請
求
績
が
将
来
に
向
か
っ
て
消
滅
し
て
い
る
か
ら
、
理
由
が

t
B
o
 

eれ
W
L
V

愛
護
縛
聞
神
設
五
厳
・
料
等
支
出
事
件
高
松
高
裁
判
判
決

費
接
県
知
事
は
、
六
年
間
に
わ
た
り
靖
鑓
神
社
に
対
し
、
毎
年
、
春
と
秋
の
倒
大
祭
に
玉
串
料
宏
、
夏
の
み
た
ま
祭
に
献
灯
料
金
支

出
し
、
愛
媛
曙
常
識
盟
神
社
に
対
し
毎
年
春
と
秋
の
慰
霊
大
祭
に
偉
物
料
を
支
出
し
た
。
県
知
事
は
、
県
議
会
内
外
で
、
当
該
公
金
支
出

2 
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に
違
憲
性
が
な
く
、
こ
れ
そ
継
続
し
て
い
く
皆
主
接
し
て
い
た
。
愛
嬢
諜
弦
民
た
る
原
告
ら
は
、
本
件
支
出
が
憲
法
一
一

O
条
一
一
一
項
、
八

九
条
に
違
反
す
る
と
し
て
、
(
地
方
自
治
法
ニ
間
二
条
の
ニ
第

積
四
号
に
基
づ
き
)
殺
援
祭
に
代
往
し
て
、
本
件
支
出
に
よ
っ
て
媒

の
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
求
め
て
、
松
山
地
方
議
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。

松
山
地
裁
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
本
件
支
出
が
憲
法
二

O
条
沼
環
に
違
反
す
る
と
判
訴
し
、
被
告
知
事
の
撰
響
詩
償
責
任

〈
刊
品

会
露
め
た
。
(
畠
)
本
件
支
出
行
為
は
、
家
教
団
体
た
る
靖
国
神
社
が
諜
教
上
の
儀
式
た
る
祭
統
を
行
な
う
に
お
い
し
こ
れ
に
参
加
す

る
行
為
と
欝
接
な
関
連
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
が
宗
教
と
潔
わ
り
合
い
を
も
つ
こ
と
は
、
照
明
白
で
あ
る
。
〈
る
)
本
件
支
出
荷
為
が

戦
没
者
の
懇
盤
と
そ
の
潰
接
の
穀
識
を
目
的
と
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
慰
霊
行
為
が
祭
神
に
対
し
て
畏
敬
崇
拝
の
念
を
表
す
る

と
い
う
一
一
闘
を
含
ま
ざ
る
令
え
な
い
か
ら
、
そ
の
密
的
が
宗
教
的
意
義
を
も
つ
こ
と
を
答
悲
し
え
な
い
。
(
む
)
こ
の
支
出
が
、
た
と
え

一
密
か
ぎ
り
で
あ
っ
て
も
、
岡
県
と
拷
神
社
と
の
障
に
、
畿
の
諜
教
盟
体
と
の
間
に
み
ら
れ
な
い
特
別
の
結
び
付
き
を
生
み
、
こ
れ
が
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広
く
知
ら
れ
る
と
き
は
、

一
般
人
に
対
し
て
も
、
靖
関
神
社
が
他
の
宗
教
爵
体
と
は
異
な
る
務
部
の
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
会
生
と
さ

せ
、
こ
れ
を
強
め
た
り
閣
議
し
た
り
す
る
結
果
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
し
て
本
件
支
出
の
よ
う
に
継
続
性
を
宥
ナ
る
と
き
は
、
荷

者
の
結
び
付
き
は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
り
、

一
般
人
の
靖
聞
神
社
に
対
す
る
見
方
や
態
度
に
対
し
て
も
議
大
な
彰
響
が
及
ぶ
可
能

性
が
大
き
く
な
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
方
支
出
は
、
震
雛
削
除
と
靖
雷
神
社
と
の
結
び
付
き
に
関
す
る
象
援
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
が
鏑
闘
神
社
の
宗
教
活
動
を
援
助
、
助
長
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

事
件
は
高
松
高
等
裁
判
所
に
控
訴
さ
れ
た
。
関
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
本
件
支
出
が
憲
法
二

O
条
一
一
一
項
、
八
九
条

{
円
相

の
禁
止
す
る
位
行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
し
、
被
告
知
事
の
損
容
賠
償
責
怪
を
哲
也
A
し
た
。
〈

a)
玉
串
料
等
の
奉
納
は
、
一
殺
人
に
お
い

て
、
そ
の
金
額
が
過
大
で
な
い
か
ぎ
り
、
社
会
的
儀
礼
と
し
て
受
容
さ
れ
る
と
い
う
宗
教
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
五
被
告
知
事

の
支
出
の
意
図
・
箆
約
は
、
県
遺
族
会
の
饗
識
に
応
え
て
、
遺
族
嫌
勢
打
殺
を
由
利
用
し
た
、
戦
設
者
慰
霊
の
議
設
の
政
治
市
動
で
あ
り
、



そ
の
宗
教
的
重
識
と
し
て
は
次
顛
選
挙
で
の
再
当
選
等
の
個
人
的
祈
顕
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
神
道
の
深
い
宗
教
心
に
基
づ
く
も
の
で
は

な
い
。

(
C
〉
闘
員
の
大
多
数
の
意
患
が
、
靖
龍
神
社
の
盟
家
護
持
等
を
建
ま
な
い
も
の
と
し
て
確
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
で
も
、
同

神
社
に
つ
い
て
、
被
告
知
事
が
第
二
次
大
戦
中
と
同
一
の
法
的
地
位
の
復
活

e
g的
と
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

(d)
靖
国
神
社
の

そ
う
し
た
法
的
地
殻
の
複
活
や
酪
家
機
関
に
よ
る
神
護
の
援
助
・
助
授
に
つ
い
て
、

一
般
人
に
、
特
別
の
関
心
、
無
風
を
呼
ぴ
熊
こ
す

な
ど
の
影
響
、
効
条
は
認
め
ら
れ
な
い
。

第
二
掌

「
告
示
教
性
(
宗
教
的
意
義
・
話
的
)
い
の
認
定
量
準

「
主
観
的
」
判
断
規
準
に
弦
拠
し
た
諸
判
決

一165-

津
地
鎮
祭
事
件
最
高
裁
判
決

最近のま構図袴校関係諸事ni:誌について(波書事)

〈
同
封

最
高
裁
は
、
神
社
神
道
式
起
工
式
の
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

本
件
儀
式
は
、
「
神
社
神
遊
間
有
の
祭
式
に
期
り
」
、
専
門
の
宗
教
家
た
る
神
織
が
烹
怒
し
、
右
京
教
的
欝
仰
心
に
基
づ
い
て
こ
れ
令

執
行
し
た
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ぞ
れ
が
「
宗
教
と
か
か
わ
り
合
い
を
も
っ
」
こ
と
は
吾
定
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
工
事
の
無
事
安
全
を
祈
顕
す
る
儀
式
は
、
(
草
〉
宗
教
的
経
灘
を
も
っ
儀
式
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
宗
教
的
意
義
が

次
第
に
希
薄
北

L
H
も
は
や
「
宗
教
的
意
義
が
ほ
と
ん
ど
翠
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
態
築
上
の
儀
礼
」
と
北
し
て
お
り
¥

{
b
)
「
既
存

の
宗
教
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
方
式
を
か
り
て
行
わ
れ
る
場
合
}
で
も
、
か
か
る
儀
式
は
、
「
関
民
一
般
の
荷
に
す
で
に
長
年
月
に
わ

た
り
広
く
宥
わ
れ
て
き
た
方
式
の
範
歯
止
乞
出
な
い
も
の
で
あ
る
」
か
ぎ
り
、
〈
C
〉
「
一
般
人
の
意
識
}
に
お
い
て
は
、
「
さ
し
た
る
宗

教
的
意
義
を
認
め
ず
:
:
:
横
習
化
し
た
社
会
儀
礼
と
し
て
、
俊
俗
的
な
行
事
と
評
徹
し
て
い
る
」
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
d
)
そ
し
て
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長
い
間
・
広
く
行
わ
れ
て
き
た
方
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
主
催
し
た
市
濁
係
者
の
意
識
に
お
い
て
も
吋
後
俗
行
為
と
評
錯
し
、
こ

れ
に
さ
し
た
る
宗
教
的
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
」
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

…
般
の
建
築
主
と
開
棟
、
市
関
係
者
も
「
世
俗
的
な
言
的
」

を
も
っ
て
起
工
式
を
行
な
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

建
築
務
工
に
あ
た
っ
て
行
な
わ
れ
る
神
社
神
道
式
の
結
工
式
は
、
「
工
事
の
無
事
安
全
等
を
原
う
工
事
関
係
者
に
と
っ
て
は
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
行
事
と
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
、
こ
の
制
判
決
は
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
幾
式
が
、
宗
教
的
儀
式
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
指
織
は
、
そ
の
宗
教
的
意
味
合
い
と
そ
の
必
饗
性
と
が
、

一
般
に
、
韓
肢
の
差
異
は
あ
れ
、
工
事
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
建

築
主
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
、
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
み
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
一
般
人
の
意
識
に
援
す
れ
ば
」
、
起
工
式
は
世
格
的
行
事
で
あ
り
、
そ
の
挙
行
は
俊
俗
的
目
的
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
判
断
は
、
儀
式
の
方
式
は
宗
教
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
「
土
地
の
神
を
銭
め
祭
る
」

-166ー

と
い
う
宗
教
的
行
事
を
者
な
う
と
い
う
明
確
な
宗
教
意
識
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
諒
識
に
基
づ
い
て
い

る
。
別
の
設
い
方
を
す
れ
話
、
多
く
の
nn本
人
の
、
神
道
的
な
宗
教
彊
仰
の
影
骸
化
と
そ
う
し
た
宗
教
家
識
の
希
薄
化
と
を
常
設
し
、

こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
禅
譲
鵠
宗
教
感
情
が
、
い
ぜ
ん
と
し
て
日
本
人
に
一
般
的
-
に
い
だ
か
れ

て
い
る
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
人
び
と
は
、
本
件
の
建
築
着
工
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
り
お
り
に
、
神
道
的
な
様
式
に
こ
だ
わ
ら
が
る

を
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
犠
教
社
会
学
的
に
肯
定
怒
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
希
薄
化
し
て
き
で
い
る
」
に
せ
よ
、
な
お
残
存

し
、
お
り
お
り
に
顕
悲
乾
す
る
の
が

g
本
人
の
神
道
的
な
宗
教
欝
締
な
い
し
宗
教
感
情
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
高
裁
は
、
「
一
般
人
の
叢
議
」
と
い
う
捨
象
的
、
主
観
的
な
槻
舎
に
強
存
し
て
、
主
催
市
隣
接
者
の
意
識
に
お
け
る
行

為
の
宗
教
性
評
価
を
誰
認
し
、
意
塑
・
目
的
の
世
俗
性
を
認
定
し
た
。

2 

愛
護
嫡
闘
神
社
玉
串
料
等
支
出
事
件
高
訟
高
裁
判
決



(
M
O
 

合
憲
性
が
争
わ
れ
て
い
る
公
金
支
出
の
時
的
の
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
、
岡
高
裁
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
〈

a)
被
告

県
知
事
の
五
串
料
等
の
支
出
行
為
は
「
神
道
上
の
宗
教
的
意
義
令
も
つ
」
が
、
〈
b
)
そ
の
「
行
為
の
場
所
」
が
、
「
限
定
さ
れ
数
少
な
」

い
〈
す
な
わ
ち
靖
則
樹
神
社
の
主
犠
し
た
春
秋
の
例
大
祭
、
夏
の
み
た
ま
祭
、
お
よ
ぴ
護
聞
神
社
の
春
、
秋
の
離
霊
大
祭
に
限
ら
れ
て
い

る
)
こ
と
、
お
よ
び
「
我
が
盟
で
一
一
般
に
行
わ
れ
る
死
者
の
掛
慰
霊
の
季
欝
で
あ
る
披
燦
や
盆
な
ど
に
会
わ
せ
こ
れ
と
倒
的
趣
設
の
祭
の
際

に
行
わ
れ
〕
る
こ
と
、

(
C
〉
「
一
般
人
に
と
っ
て
町
神
社
参
拝
の
さ
い
に
玉
串
料
等
金
支
出
す
る
こ
と
は
「
過
大
で
な
い
限
り
社
会

的
儀
礼
と
し
て
受
容
さ
れ
る
と
い
う
宗
教
的
評
舗
が
な
さ
れ
て
」
い
る
こ
と
、
〈
d
)
慰
霊
に
つ
い
て
の
「
一
般
人
の
意
識
〕
に
は
靖

国
神
社
の
公
的
地
設
の
復
活
の
願
望
が
み
ら
れ
ず
、
玉
事
料
を
奉
納
す
る
「
一
般
人
の
意
識
」
は
祭
神
に
対
・
ず
る
畏
敬
崇
拝
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
な
ど
よ
り
し
て
、
被
告
県
知
事
の
嚢
関
・
冒
的
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
イ
)
知
事
選
出
の
さ
い
の
支
持
団
体
の
一
っ
た
る
県
遺
族
会
の
会
長
と
し
て
、
間
会
か
ら
の
〈
靖
罷
神
社
等
に
合
成
さ
れ
て
い
る
戦
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没
者
の
慰
護
の
た
め
に
支
出
し
て
ほ
し
い
と
の
〉
要
議
に
応
え
、
遺
族
援
護
者
政
の
一
環
と
し
て
一
支
出
し
た
も
の
で
、
「
靖
国
神
社

11:近の鏑溺神社関係裁判決について(淑湾}

等
の
第
二
次
大
戦
中
と
間
一
の
法
的
地
位
、
法
律
関
係
の
複
話
を
目
的
と
し
て
し
た
も
の
と
は
い
え
」
な
い
。
(
靖
国
神
社
等
の
大

祭
な
ど
の
き
い
の
難
霊
に
対
す
る
吋
一
般
人
の
葉
織
」
は
、
靖
糊
倒
神
社
等
の
第
二
次
大
戦
中
の
法
的
地
位
の
槙
活
を
願
う
も
の
で
は

な
く
、
大
多
数
の
者
の
慰
震
の
哀
の
目
的
が
戦
没
者
の
「
生
前
を
穂
ぴ
追
悼
す
る
」
こ
と
と
、
「
慢
略
戦
争
の
過
ち
を
認
さ
な
い
と

い
う
響
い
に
よ
り
戦
没
者
の
鎮
魂
を
祈
る
い
こ
と
に
主
践
が
あ
る
こ
と
を
是
認
し
、
見
守
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
J

言
)
し
た
が
っ
て
、
被
告
の
楽
教
的
意
識
は
、
「
次
揮
の
愛
護
県
知
事
へ
の
再
当
選
を
祈
願
す
る
の
に
す
ぎ
ず
い
、
ぞ
れ
以
上
に
神
瀧

の
深
い
宗
教
心
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
遺
族
援
護
日
行
政
を
利
用
し
て
、
「
そ
の
趣
設
の
政
治
活
動
と
し
て
」
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
(
饗
畿
よ
り
は
改
ま
っ
た
形
式
で
あ
る
支
出
中
料
等
を
奉
納
し
よ
う
と
す
る
「
一
般
人
の
意
識
〕
は
、

A
m
m
記
さ
れ
て
い
る
者
の

慰
霊
の
ほ
か
吋
個
人
的
願
い
事
の
成
就
」
が
目
的
で
あ
り
、
「
神
道
の
教
義
に
則
的
り
靖
国
神
社
等
の
祭
神
に
対
す
る
畏
敬
出
家
持
の
意
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思
会
表
明
す
る
こ
と
と
は
程
遠
い
俗
嘆
い
で
あ
る
J

「
神
遣
の
奥
義
を
究
め
こ
れ
に
従
う
者
」
と
し
て
、
も
し
く
は
「
神
遣
の
深
い
宗
教
心
」
に
基
づ
き
、
祭
神
に
対
し
隠
減
数
崇
拝
の
念

を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
う
し
た
「
最
高
度
の
宗
教
性
」
を
帯
び
た
行
為
か
ど
う
か
、
ま
た
靖
悶
神
社
等
の
第
二
次
大

戦
中
の
法
的
地
位
の
護
活
を
意
関
し
て
行
な
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
吋
最
大
限
度
の
宗
教
鵠
意
義
」
念
、
匿
の
行
為
が
憲
法
上
許

容
さ
れ
う
る
「
話
的
」
を
も
つ
か
ど
う
か
の
認
定
の
襲
準
と
す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
。
他
方
、
「
倒
人
的
額
い
事
」
を
「
俗
事
」

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
判
断
も
ま
た
、
受
け
入
れ
が
た
い
数
衝
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
間
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
「
昌
然
人
と
し
て
の
心
の
在
り
方
の
処
理
に
剛
掬
す
る
こ

と
の
な
い
の
国
家
機
関
」
が
議
然
人
と
問
機
に
神
道
の
祭
神
会
畏
敬
崇
拝
サ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
行
憲
法
の
解
釈
と
し
て
は
あ
り
え

な
い
法
概
念
で
あ
る
。
争
え
に
、
被
告
県
知
事
が
察
を
代
表
し
て
、
靖
国
神
社
等
に
対
し
、
そ
の
摂
神
を
畏
敬
崇
拝
す
る
目
的
で
五
車

-168-

料
等
を
支
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
自
然
人
た
る
も
の
が
国
家
機
関
な
い
し
公
職
者
と
し
て
、
も
し
く
は
公
的
地

位
に
お
い
て
、
富
良
に
家
教
的
行
為
を
要
求
し
、
宗
教
に
主
導
的
に
関
与
し
、
あ
る
い
は
会
的
擁
設
の
な
か
で
の
宗
教
的
活
動
を
替
翠

し
た
り
す
る
こ
と
が
い
か
な
る
害
悪
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
の
、
経
験
法
脚
上
の
認
識
よ
り
し
て
、
憲
法
上
に
政
教
分

能
原
艇
を
具
現
す
る
規
定
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3 

靖
国
神
投
公
式
接
持
事
件
嬬
摘
高
裁
判
決

(拶

公
式
参
拝
の
宗
教
的
意
義
・
践
的
の
認
定
に
お
い
て
、
料
決
は
、
「
靖
国
懇
報
告
書
」
に
基
づ
く
内
限
蜜
爵
畏
宮
の
説
明
に
依
拠
し

た
。
公
式
参
拝
つ
い
て
、
政
府
は
、
「
政
教
分
離
規
定
と
の
関
係
に
深
く
留
意
し
」
、
ぞ
れ
が
「
宗
教
品
開
意
義
を
宥
し
な
い
こ
と
を
そ
の

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
点
を
踏
ま
え
、
判
決
は
、
本
件
公
式
参
拝
は
「
参
拝
の
方

方
式
等
で
客
範
的
に
暁
ら
か
に
し
つ

式
を
そ
れ
な
り
に
鹿
癒
し
、
政
府
自
身
ぞ
れ
が
宗
教
的
行
為
で
な
い
と
説
瞬
し
て
実
施
し
た
も
の
で
」
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
が



コ
留
だ
け
に
留
ま
」
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
よ
り
す
れ
ば
、
屈
が
靖
随
神
社
を
公
露
し
、
歯
民
に
範
を
一
不
し
、
ま
た
聾
訴
人
ら
に
靖
溜

信
仰
を
棚
押
し
つ
け
た
と
も
い
い
が
た
い
、
と
し
た
。

政
府
は
、
宗
教
と
関
わ
り
を
も
つ
よ
う
な
行
為
を
行
な
う
ば
あ
い
、
通
常
、
そ
の
行
為
の
難
題
・

8
的
が
世
俗
的
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
主
張
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

「
客
観
的
」
判
断
姐
準
に
依
拠
し
た
誇
判
決

愛
媛
靖
国
神
社
主
率
料
等
支
出
事
件
松
出
地
裁
判
決

(
M
O
 

最
高
裁
は
、
津
地
鎮
祭
事
件
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
厳
格
な
政
教
分
慈
の
考
え
方
を
表
明
し
た
。
「
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
キ

リ
ス
ト
教
藷
麗
や
回
数
諸
問
潤
と
異
な
り
、
各
種
の
宗
教
が
多
元
的
、
麓
議
品
開
に
発
達
、
併
存
し
て
き
で
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う

1 

-1約一

な
宗
教
事
情
の
も
と
で
信
教
の
露
出
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
単
に
縫
教
の
怠
磁
を
無
条
件
に
保
揮
す
る
の
み
で
は
足
り
ず
、

費量逮2の靖倒神社関係鎗終決について{滋君事}

間
家
と
い
か
な
る
寒
教
と
の
結
び
つ
き
を
も
排
除
す
る
た
め
、
政
教
分
難
麓
定
を
設
け
る
必
要
性
が
大
で
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
基

本
意
識
を
、
国
の
行
為
の
宗
教
的
意
義
、
自
的
や
効
薬
の
想
定
に
お
い
て
も
貫
こ
う
と
試
み
た
の
が
、
愛
媛
靖
闘
訴
訟
第
一
審
一
札
郎

で
あ
っ
た
と
い
‘
え
る
。
間
判
決
は
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。

自
本
人
に
は
、
特
定
の
宗
教
問
体
に
対
し
明
確
な
所
属
意
識
を
持
っ
て
い
る
者
は
多
く
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
信
卸
の
塗
亙
跨
重
鶏
性
、

宗
教
品
開
雑
居
教
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
「
多
く
の
日
本
人
に
み
ら
れ
る
宗
教
と
の
か
か
わ
り
方
の
実
態
」
か
ら
す
れ
ば
、

本
件
の
「
支
出
者
側
の
主
観
的
側
面
に
お
い
て
は
本
件
玉
串
料
等
の
支
出
は
宗
教
的
意
識
な
い
し
自
覚
を
伴
う
こ
と
な
く
社
会
的
儀
礼

の
一
つ
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
主
張
に
も
、
蓄
脅
し
う
る
面
が
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
公

の
機
関
の
宥
為
の
宗
教
性
の
認
定
に
つ
い
て
、
ぞ
れ
が
客
観
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。



宗教法伶号(19宮3)

支
出
者
醸
の
「
主
観
的
意
闘
い
と
し
て
は
愛
護
巣
出
身
の
「
戦
没
者
に
対
す
る
懇
霊
と
遺
族
に
対
す
る
態
語
」
を
問
的
と
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
が
、

(
畠
)
靖
閥
締
役
は
憲
法
上
の
宗
教
閉
体
に
あ
た
り
、
興
神
社
の
春
秋
の
倒
大
祭
ま
た
は
み
た
ま
祭
の
各
事
は
宗
教
上
の
儀
式
で
あ
る
。

〈

b
)
右
戦
没
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
靖
毘
神
社
に
祭
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
。

(
C
)

争
え
に
例
大
祭
や
み
た
ま
祭
は
、
接
持
を
祭
る
う
え
で
強
要
な
意
義
を
有
す
る
祭
舵
で
あ
る
。

〈

d
〉
こ
の
よ
う
な
祭
寵
が
行
な
わ
れ
る
に
さ
い
し
て
、
玉
串
料
、
献
虹
料
な
ど
、
そ
の
祭
舵
に
参
加
す
る
む
ね
為
と
轡
接
な
関
連
を
有

す
る
名
目
で
会
食
会
支
出
す
る
と
い
う
懇
で
戦
没
者
の
療
を
態
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
戦
没
者
の
慰
懇
の
ほ
か
に
「
一
宗
教
関
体
た

る
婿
顕
神
社
の
祭
神
そ
の
も
の
に
対
し
畏
敬
崇
拝
の
念
を
表
明
す
る
と
い
う
…
薗
が
ど
う
し
て
も
含
ま
れ
て
こ
ぎ
る
を
え
な
い
」
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
没
者
の
慰
霊
お
よ
び
遺
撲
の
慰
謝
の
毘
的
を
も
っ
て
す
る
玉
率
料
等
の
支
出
は
、
「
靖
部
神
社
が
戦
設
者
の
禅
譲

-170-

を
祭
神
と
し
て
祭
っ
て
い
る
こ
と
い
と
「
春
秋
の
劉
大
熊
及
び
み
た
ま
祭
が
治
の
接
持
を
祭
る
祭
説
で
あ
る
こ
と
」
と
を
大
前
提
と
し

て
お
り
、
「
こ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し
え
な
」
い
性
質
の
行
為
で
あ
る
。
か
く
客
額
約
に
判
断
す
れ
ば
、
右
支
出
の
呂
揚
が
「
等

ら
量
蛤
常
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
に
は
撞
難
が
伴
、
之
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
日
携
が
「
宗
教
的
意
義
を
も
つ
こ
と
を
杏
定
寸
る
こ
と
は

で
品
。
な
い

2 

岩
手
靖
岡
神
社
公
式
参
拝
議
決
・
五
曲
中
料
公
金
支
出
事
件
仙
台
高
義
判
決

(穆

本
件
控
訴
審
判
決
は
五
感
料
等
の
公
金
支
出
の
自
的
の
宗
教
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
話
し
た
。
本
件
公
金
支
出
は
「
戦

没
者
の
居
慰
霊
及
び
議
接
擁
護
業
務
の
一
環
と
し
て
、
県
長
戦
没
者
の
霊
に
追
悼
の
意
令
表
す
と
と
も
に
遺
旗
の
心
情
を
慰
謝
す
る
た
め

に
な
さ
れ
た
」
も
の
で
、
金
額
、
送
金
方
法
、
予
葬
ょ
の
名
目
を
併
せ
考
え
る
と
、
そ
の
支
出
の
「
主
観
柏
町
意
図
な
い
し
目
的
」
は

「
社
会
的
儀
礼
と
い
う
後
俗
的
な
も
の
」
と
い
え
る
。
し
か
し
、
吋
指
支
出
を
客
観
的
に
み
る
な
ら
ば
」
、
そ
れ
が
娯
教
的
性
質
を
も
っ



こ
と
そ
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
ナ
る
。

(
a〉
靖
国
神
社
は
宗
教
団
体
で
あ
り
、
春
秋
の
縄
大
祭
お
よ
び
み
た
ま
祭
は
吋
祭
神
に
対
し
畏
敬
崇
拝
の
念
を
表
す
行
為
〕
で
あ
り
、

宗
教
上
の
儀
式
で
あ
る
こ
と
は
明
告
で
あ
る

(
b〉
本
件
玉
出
中
料
等
の
支
出
は
、
矯
国
神
社
に
お
け
る
右
の
儀
式
に
吋
参
加
す
る
脊
為
と
脅
接
な
関
遣
を
有
す
る
査
一
由
原
料
ま
た

』ま

献
灯
料
の
名
障
で
な
さ
れ
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、
吋
告
示
教
と
か
か
わ
り
合
い
を
も
っ
」
こ
と
は
答
定
で
き
な
い
。

(
C
)
靖
関
神
社
は
「
主
と
し
て
、
戦
没
者
の
援
を
祭
神
と
し
て
奉
斎
し
、
神
社
神
議
に
よ
る
祭
記
を
最
も
麓
要
な
宗
教
活
動
と
し
て

い
る
」
議
教
法
人
上
の
楽
教
関
体
で
あ
る
。

最近の虫書留練社関係誇判決について(灘湾}

(
d〉
こ
の
嫡
嬰
神
社
に
対
す
る
玉
串
料
等
の
奉
締
は
、
間
神
社
の
「
祭
神
が
戦
没
者
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
」
令
も
つ
か
ら
、
「
戦

没
者
の
追
悼
と
い
う
儀
礼
的
、
世
俗
的
側
麗
〕
を
・
有
す
る
と
と
も
に
、
「
春
秋
の
機
大
祭
、
官
況
の
み
た
ま
祭
に
際
し
、
関
神
社
の
祭

神
に
対
し
畏
敬
崇
拝
の
念
を
表
す
こ
と
を
指
期
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
多
分
に
宗
教
的
輔
弼
を
も
有
し
て
い
る
可

〈
乏
し
か
も
、
玉
串
料
港
納
の
も
つ
吋
者
ニ
つ
の
側
面
は
、
不
可
分
で
あ
っ
て
、
主
従
を
つ
け
難
い
ー
し
た
が
っ
て
、
そ
の
宗
教

-171-

性
は
「
戦
没
者
の
追
憶
と
い
う
世
俗
性
に
よ
っ
て
排
徐
な
い
し
希
薄
化
さ
れ
る
」
も
の
で
は
な
い
。

判
決
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
被
控
訴
人
ら
は
、
「
臨
昆
の
宗
教
意
識
が
希
薄
化
し
」
、
玉

由
中
料
等
が
「
奏
銭
の
正
式
呼
称
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
:
:
:
饗
銭
や
供
花
と
問
様
に
世
俗
的
な
も
の
に
化
し
」
て
い
る
と
主
議
す

る
が
、
「
五
慮
・
料
等
の
:
:
:
奉
納
者
と
金
額
を
記
載
し
た
奉
納
書
を
作
農
し
、
椀
大
祭
等
の
当
百
に
神
前
に
備
え
、
あ
る
い
は
献
訂
科

の
傘
納
者
名
を
薬
害
し
た
献
野
を
参
粛
に
掲
げ
る
」
な
ど
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
玉
南
中
料
等
の
「
宗
教
的
意
義
が
希
薄
化
し
て
、
儀

礼
的
、
世
俗
的
な
も
の
に
化
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
。
そ
し
て
玉
串
料
等
の
奉
納
の
有
す
る
「
世
格
的
側
蘭
に
の
み
着
輯
慨
す
る
」

こ
と
は
、
度
面
、
右
泰
納
の
有
す
る
左
京
教
行
為
性
令
殊
更
に
軽
襟
・
ず
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
「
政
教
分
離
の
原
剥
の
観
点
か
ら
み
て



霊祭事主法12号u鈎3)

妥
当
な
見
解
と
は
考
え
ら
れ
な
い

(
時
括

本
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
靖
期
間
神
社
公
式
参
拝
に
つ
い
て
、
そ
の
主
観
的
意
騒
が
「
遺
憾
」
で
あ
っ
て
も
、
参
拝
の
も
つ
宗
教

(2) 
性
を
排
除
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
、
と
す
る
。

〈

a)
靖
関
神
社
は
、
「
主
と
し
て
、
冨
事
に
殉
と
た
人
々
を
祭
神
と
し
て
傘
蕗
し
神
灘
の
祭
沼
化
を
一
行
う
こ
と
を

B
的
と
す
る
」
家
教

法
人
で
あ
る
。

(b)
内
閣
総
理
大
使
等
の
公
的
資
格
で
の
参
拝
は
、
「
そ
の
主
鎖
的
意
鑓
な
い
し
目
的
」
が
そ
れ
窪
体
非
宗
教
的
、
世
俗
的
な
も
の

と
し
て
評
備
さ
れ
う
る
「
戦
没
者
に
対
す
る
追
悼
」
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
「
客
観
的
に
観
察
す
る
」
な
ら
ば
、
「
婿
菌
神
社
の
祭

神
に
対
す
る
拝
礼
と
い
う
…
砲
を
も
有
し
て
い
る
い
と
露
め
ざ
る
を
え
な
い
。

〈

C
)
戦
没
者
の
薫
に
対
す
る
追
悼
を
目
的
と
す
る
参
拝
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
「
祭
神
に
対
守
る
畏
敬
禦
拝
の
意
を
表
す
宗
教
的
行
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為
」
で
あ
り
、
「
両
者
会
分
制
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
勺

(d)
も
し
も
、
参
持
の
も
つ
宗
教
性
令
排
除
す
る
た
め
に
「
追
悼
、
儀
礼
と
い
う
話
的
を
強
調
」
す
れ
ば
、
「
靖
鴎
神
社
の
犠
幹
を

な
す
祭
神
の
神
性
及
び
同
神
社
が
有
す
る
接
教
性
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
意
識
的
に
除
去
し
、
あ
る
い
は
視
野
の
外
に
鷺
か
が
C

る
を

え
な
く
な
る
勺
「
神
と
し
て
杷
ら
れ
た
霊
に
対
す
る
拝
礼
」
で
は
な
く
、
「
戦
没
者
に
対
す
る
非
宗
教
的
な
追
憶
の
意
を
表
す
こ
と
」

が
、
靖
問
問
神
社
公
式
参
拝
の
名
に
値
す
る
か
ど
う
か
難
関
で
あ
る
。

ま
た
、
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
、
本
件
公
式
参
拝
の
「
撃
様
」
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
宗
教
的
行
為
で
あ
る
と
認
定
し
た
。
神
社

神
濃
の
方
式
に
よ
る
正
式
参
拝
で
あ
る
場
合
は
も
と
よ
り
、
「
そ
の
よ
う
な
方
式
に
よ
ら
な
い
参
拝
で
あ
っ
て
も
円
「
祭
神
に
対
す
る

拝
礼
と
い
う
行
為
を
移
拝
と
観
念
す
る
以
上
、
参
拝
の
実
賓
が
変
わ
る
も
の
で
な
い
か
ら
」
、
正
式
参
拝
で
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を

も
っ
て
、
「
参
拝
が
宗
教
的
一
行
為
と
し
て
の
性
能
を
失
い
、
あ
る
い
は
そ
の
宗
教
的
評
鏑
が
減
殺
さ
れ
る
も
の
ど
は
訓
到
底
認
め
難
い
」
。



さ
ら
に
、
判
決
は
、
公
式
参
拝
に
は
、
宗
教
的
意
義
を
も
っ
「
玉
犠
料
等
の
支
出
が
公
費
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
伴
っ
て
く
る
こ
と
が

予
懇
さ
れ
」
(
事
案
、
供
在
科
が
公
金
か
ら
支
出
さ
れ
て
い
る
て
お
よ
び
本
件
公
式
参
拝
が
、
「
臨
時
携
で
な
く
将
来
に
向
か
っ
て
継

銭
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
当
熱
期
待
さ
れ
る
性
質
の
も
の
」
で
あ
る
(
し
た
が
っ
て
一
眼
騒
り
の
葬
儀
に
揮
の
機
関
が
公
的
に
参
加
す

る
の
と
は
異
な
る
〉
、
と
指
摘
す
る
。

靖
国
神
社
公
式
参
拝
事
件
大
阪
高
裁
判
決

(
お
)

本
判
決
は
、
国
の
行
為
の
宗
教
性
を
、
従
来
の
諸
判
決
に
も
ま
し
て
、
客
観
的
な
饗
棄
に
碁
づ
く
翠
定
安
試
み
た
。
判
決
は
、
中

3 
曽
根
嘗
相
の
会
式
参
拝
が
「
靖
闇
神
社
に
合
総
さ
れ
て
い
る
戦
没
者
等
の
震
を
慰
め
る
こ
と
を
主
時
的
と
し
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、

「
靖
期
間
神
社
、
ひ
い
て
は
神
道
を
援
助
、
助
長
、
健
進
す
る
こ
と
を
主
題
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な

理
由
で
、
公
式
参
拝
を
宗
教
的
活
動
で
あ
る
と
認
定
し
た
。

-173-

〈
a)
靖
鋪
神
殺
は
「
捺
教
法
人
〈
宗
教
関
体
)
で
あ
っ
て
、
神
道
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
そ
の
た
め
の
儀
式
行
事
を
行
い
、
信
者
を
教

書量近のま書E袋持社関係言語絡をたについて{淑i事)

化
・
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め
の
社
殿
等
の
撞
設
を
有
す
る
宗
教
団
体
〈
神
社
)
で
あ
る
」
。

(
b〉
し
た
が
っ
て
、
「
こ
の
よ
う
な
宗
教
施
設
安
有
す
る
靖
鑓
神
社
の
本
殿
や
社
般
に
お
い
て
、
参
拝
す
る
行
為
」
は
、
そ
れ
が
「
靖

国
神
社
の
主
宰
す
る
も
の
で
は
な
く
」
、
か
っ
「
戦
没
者
の
鍾
を
態
め
る
こ
と
を
主
践
的
と
す
る
」
も
の
で
あ
っ
て
も
、
「
外
務
的
・

客
観
的
に
は
、
神
社
、
神
道
と
か
か
わ
り
を
も
っ
宗
教
的
活
動
で
あ
る
と
の
性
格
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

(
C
)
事
実
、
衆
議
提
法
制
局
長
等
の
政
府
機
関
は
、
総
穣
大
臣
等
調
務
大
臣
が
「
閣
の
機
関
〈
会
人
〉
と
し
て
靖
国
神
社
に
公
式
に

参
拝
す
る
」
こ
と
は
、
憲
法
二

O
条
一
一
一
頃
所
定
の
宗
教
的
活
動
に
該
当
し
政
教
分
離
の
原
爵
に
祇
触
す
る
と
の
見
解
会
と
り
、
政
府

も
「
靖
問
問
懇
報
告
〕
が
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
公
式
参
拝
は
「
瀧
憲
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
否
定
で
き
な
い
」
と
す
る
兇
解
を
と
っ

て
い
た
。
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〈d
〉
本
件
公
式
参
揮
は
、
「
一
自
製
り
の
葬
儀
に
出
席
す
る
場
合
い
と
は
異
な
り
、
「
将
来
も
、
継
続
し
て
」
、
内
閣
総
理
大
臣
や
そ

の
憶
の
題
務
大
差
が
躍
の
機
関
と
し
て
、
「
公
式
参
持
を
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
な
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、
「
単
に
、
儀
礼
的
、

欝
俗
的
な
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
は
、

一
概
に
い
い
難
い
勺

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
簡
の
行
為
が
ニ

O
条
三
壌
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
志
水
教
的
活
動
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
、
「
外
形

的
、
客
観
的
に
」
そ
の
行
為
の
意
義
を
考
え
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
。
岩
手
公
式
番
持
事
件
強
訴
審
判
決
が
、
主
と
し
て
、

「
祭
神
に
対
す
る
畏
敬
崇
拝
の
念
」
と
い
う
主
観
的
な
宗
教
的
要
素
に
着
脱
し
て
、
会
式
参
持
の
宗
教
性
を
認
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

本
刺
刊
誌
は
、
そ
の
よ
う
な
主
線
的
要
紫
の
分
析
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
閣
の
機
関
が
か
か
わ
り
を
も
っ
「
対
象
の
宗
教
的
性
格
」
に

葉
点
を
お
い
て
、
そ
の
作
為
の
「
外
額
い
か
ら
、
宗
教
活
動
性
を
認
定
し
た
。

第
三
章

関
の
行
為
の
「
宗
教
支
緩
効
果
い
の
認
定
規
準
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最
大
擦
の
・
著
し
い
効
莱
・
彰
蝿
習
を
規
準
と
す
る
判
決

i

津
地
鎮
祭
事
件
最
高
数
判
決

〈包
判
決
は
、
{
丘
一
一
般
に
神
社
神
道
式
の
起
工
式
は
宗
教
と
か
か
わ
り
そ
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
「
参
列
者
や
一
般
人
の
宗
教
的
意
識

を
特
に
高
め
る
こ
と
に
な
る
」
と
か
、
「
神
道
を
援
助
、
助
議
、
促
進
す
る
よ
う
な
い
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
判
一
不
す
る
。
〈
b
〉
国
な
い
し
公
的
機
関
が
主
催
し
て
本
件
の
ご
と
き
起
工
式
会
行
な
っ

て
も
「
国
家
と
神
社
神
道
と
の
衡
に
特
部
に
密
接
な
関
係
が
生
じ
、
ひ
い
て
は
、
神
遊
が
再
び
国
教
的
な
地
位
を
得
た
り
、
あ
る
い
は

稽
教
の
自
由
が
お
び
や
か
冬
れ
た
り
す
る
よ
う
な
結
果
を
招
く
」
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
じ
め
て
、
障
の
行
為
に
宗
教
に
対
す



る
「
援
助
、
助
長
、
鍵
進
の
効
果
」
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
属
と
特
定
の
宗
教
と
の
鰐
に
「
特
別
に
密
接
な
関
係
が
生
じ
る
」
と
か
、
特
定
の
宗
教
が
「
滋

教
的
地
泣
を
得
る
」
な
ど
の
著
し
い
難
度
の
効
果
を
も
ち
、
(
少
数
者
の
)
「
信
教
の
自
由
が
お
び
や
か
さ
れ
る
」
結
果
を
揺
く
も
の
と

認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
開
鶴
と
さ
れ
た
〈
b
)
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
つ
般
人
や
参
弼
者
の
宗
教
意
識
を
高
め
る
い
と
い
っ
た
効

来
が
翠
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
〈
る
。
こ
う
し
た
認
定
規
準
を
踏
襲
、
援
用
し
た
の
は
、
愛
媛
鋳
悶
訴
訟
高
松
高
裁
判
決

で
あ
っ
た
。

2

愛
嬢
靖
闇
神
社
玉
串
料
支
出
事
件
高
松
高
裁
判
決

〈滋
判
決
は
「
一
一
殺
人
に
与
え
る
鶏
果
、
影
響
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
、
靖
隈
神
社
へ
の
ま
串
料
等
の
本
件
公
金
支
出
が
神

社
神
道
に
対
す
る
援
効
、
助
長
、
促
進
ま
た
は
他
の
宗
教
に
対
す
る
庇
埠
、
干
渉
と
な
る
よ
う
な
宗
教
的
活
動
に
あ
た
ら
な
い
、
と
し
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〈
昌
)

一
殺
人
の
宗
教
的
評
価
に
お
い
て
は
、
本
件
知
事
の
公
金
支
出
が
吋
脇
村
践
に
靖
国
神
社
等
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
」
と

認
識
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
件
支
出
中
料
の
泰
載
が
あ
っ
た
こ
と
で
「
神
社
が
宗
教
儀
式
等
に
つ
い
て
特
別
の
取
扱
を
し
た
い
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
沼
市
込
方
法
も
一
般
と
関
こ
で
あ
る
こ
と
が
寵
め
ら
れ
る
。
そ
の
支
出
も
吋
極
め
て
零
細
な
額
」
で
あ
り
「
一
般

人
と
関
穏
度
」
で
あ
っ
て
、
吋
社
会
的
犠
札
の
程
度
に
止
ま
っ
て
」
い
る
。

〈b
〉
こ
の
支
出
が
「
や
が
て
嫌
関
神
社
令
第
一
一
次
大
戦
中
と
時
様
の
法
的
地
蔵
、
法
律
関
採
の
復
活
」
に
つ
な
が
る
と
「
一
一
般
鴎

民
に
怠
わ
せ
る
」
行
為
‘
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

〈
C
〉
靖
菌
神
社
の
み
な
ら
ず
金
菌
の
護
翻
神
社
へ
の
「
会
人
に
よ
る
公
金
の
支
出
会
助
長
す
る
」
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
般
欝
民
に
、
靖
聞
神
社
の
か
つ
て
の
法
品
開
地
位
の
復
活
や
留
に
よ
る
神
道
の
支
援
に
つ
い
て
の
「
特
別
の
鴻
心
、
気
風
」
、

〈

d
〉



宗教法1苦努(19告の

あ
る
い
は
「
神
社
神
護
へ
の
関
心
」
ま
た
は
「
神
社
神
還
の
気
風
い
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
れ
を
劾
長
し
ま
た
は
精
神
的
な
援
助
を
す

る
こ
と
に
な
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
二
次
大
戦
中
と
同
様
の
法
的
地
位
の
議
揺
を
意
図
し
て
、

一
般
国
民
に
対
し
玉
串
料
の
支

出
を
勧
め
る
な
ど
の
賞
告
活
動
が
な
か
っ
た
本
件
で
は
、
「
実
擦
に
そ
の
気
風
を
呼
ぴ
超
こ
し
」
た
こ
と
も
な
く
、
「
事
実
上
の
影
響

カ
」
は
雛
少
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

(
d
〉

〈
科
帽

の
競
準
は
、
殉
職
自
衛
官
会
配
搭
苔
詐
訟
最
高
裁
判
決
の
示
し
た
次
の
よ
う
な
認
定
規
準
に
産
援
に
依
拠
し
て

い
る
と
患
わ
れ
る
。
「
行
為
の
悪
様
か
ら
し
て
、
関
ま
た
は
そ
の
機
関
と
し
て
特
定
の
宗
教
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
」
す
よ
う
な
効
果

を
も
つ
も
の
と
「
一
般
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
行
為
」
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
閣
に
禁
止
さ
れ
る
宗
教
的
活
動
と
ま
で
い
う
こ
と
は
で

主
ぜ
か
清
い
。

そ
し
て
、
本
高
裁
判
決
は
、
と
り
わ
け
、
撞
の
行
為
の
「
一
般
人
に
与
え
る
」
影
響
、
効
果
を
開
題
に
し
た
。
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3

矯
国
神
社
公
式
参
祥
事
件
摘
岡
高
裁
判
決

〈
制
。

特
決
は
、
本
件
公
式
参
拝
に
つ
い
て
、
〈

a)
参
鍔
の
方
式
を
そ
れ
な
り
に
鹿
識
し
、
〈
b
)
政
府
自
身
そ
れ
が
宗
教
的
一
行
為
で
は
な

い
と
説
明
し
て
実
施
し
、

(
C
〉
実
施
さ
れ
た
の
は
「
そ
の
時
の
一
間
だ
け
に
留
ま
り
、
そ
の
後
は
替
わ
れ
て
い
な
い
い
な
ど
の
事
実
に

葉
づ
き
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
一
応
し
た
。
本
件
公
式
参
拝
は
、
「
出
向
が
靖
同
期
衿
社
を
公
寵
し
」
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
「
掴
民
に
習
う
ベ

き
も
の
と
し
て
範
を
示
し
た
も
の
と
も
い
え
ず
」
、
ま
た
、
「
設
訴
人
ら
に
対
し
靖
留
信
蜘
怖
を
押
し
つ
け
た
と
も
い
い
が
た
い
い
。
だ
が

も
し
も
「
内
隊
総
理
大
在
の
公
式
参
拝
が
観
度
的
に
継
続
し
て
行
わ
れ
」
る
ば
あ
い
に
は
、
上
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
靖
盟
神
社

に
対
し
「
援
助
、
助
長
、
促
進
い
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
い
る
、
と
解
し
う
る
。

最
小
夜
の
・
象
醸
的
な
効
果
・
膨
響
を
鐘
準
と
す
る
判
決



I 

愛
媛
靖
国
神
社
玉
串
料
支
出
事
件
松
山
地
裁
判
決

こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
に
よ
り
、
靖
国
神
社
に
対
す
る
本
件
公
金
支
出
を
、
そ
れ
が
県
と
靖
国
神
社
と
の
結

(怨

ぴ
付
き
に
関
す
る
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
結
果
と
し
て
宗
教
の
援
助
・
助
長
の
効
果
を
有
す
る
も
の
、
と
し
た
。

(
a
)

政
教
分
離
規
定
は
、
靖
国
神
社
の
国
家
神
道
体
制
下
の
地
位
・
機
能
に
か
ん
が
み
、
「
国
家
と
宗
教
と
の
結
び
付
き
が
結
果
と

し
て
生
み
出
す
お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
:
:
:
に
対
す
る
事
前
の
予
防
策
と
し
て
」
設
け
ら
れ
た
。

(b)
靖
国
神
社
の
歴
史
お
よ
び
我
が
国
の
宗
教
事
情
(
信
仰
の
多
元
的
重
層
性
あ
る
い
は
宗
教
の
雑
居
性
の
現
象
)
を
ふ
ま
え
て
、

政
教
分
離
規
定
の
解
釈
・
適
用
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
の
行
為
に
つ
い
て
「
そ
れ
が
、
国
家
と
特
定
宗
教
(
あ
る
い
は
特

定
宗
教
団
体
)
と
を
結
び
付
け
る
要
因
と
も
な
り
得
る
と
の
側
面
:
:
:
を
重
視
す
る
考
察
こ
そ
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
」
い
。

(
C
)

し
た
が
っ
て
、
当
該
規
定
に
違
反
す
る
か
し
な
い
か
の
規
準
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
国
の
行
為
が
、
国
家
と
特
定
宗
教
(
団
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体
)
と
の
「
結
び
付
き
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
」
が
あ
る
か
、
そ
の
「
結
び
付
き
を
促
進
す
る
要
因
と
な
り
得
る
も
の
」
か
ど
う
か
、

.近の靖国神社関係諸判決について(温海)

換
言
す
れ
ば
そ
う
し
た
「
結
び
付
き
に
関
す
る
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
(d)
本
件
公
金
支
出
は
、
「
一
般
人
」
に
対
し
て
、
「
靖
国
神
社
は
他
の
宗
教
団
体
と
は
異
な
り
特
別
の
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を

生
じ
さ
せ
」
、
か
っ
「
同
神
社
の
祭
神
に
対
し
て
は
各
人
の
信
仰
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
畏
敬
崇
拝
の
念
を
持
つ
の
が
当
然
で
あ
る
、

と
の
考
え
を
生
じ
さ
せ
」
、
そ
れ
を
「
強
め
た
り
固
定
し
た
り
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
」
。
そ
し
て
、

つ
い
に
は
、
「
靖
国

神
社
の
祭
神
に
対
す
る
信
仰
を
強
要
し
、
信
仰
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
」
。
固
と
特
定
宗
教
と
の

「
結
び
付
き

の
お
そ
れ
」
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
違
憲
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
に
は
宗
教
的
雑
居
性
、
信
仰
の
多
元
的
重
層
性
の
現
象
が

み
ら
れ
る
だ
け
に
、
そ
う
し
た
結
び
付
き
が
個
人
の
な
い
し
は
少
数
者
の
宗
教
上
の
自
由
を
侵
害
す
る
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
可
能
性
が
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大
き
い
か
ら
で
あ
る
。

本
紙
判
決
の
示
し
た
規
懲
の
特
叢
と
そ
の
狼
畿
に
あ
る
考
え
方
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
忍
固
と
宗
教
(
盟

体
)
の
隣
に
「
特
揺
に
密
接
な
関
係
を
生
じ
さ
せ

も
の
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
衛
者
の
「
結
び
付
き
を
促
進
す
る
繋
翻
と
な
り
得

る
も
の
」
か
ど
う
か
を
開
題
に
し
た
。
〈
b
)
従
っ
て
戦
前
に
お
け
る
よ
う
な
践
と
靖
国
神
社
の
関
係
の
護
活
と
か
神
道
の
顕
教
的
地

位
の
襲
得
と
い
っ
た
結
果
の
招
来
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
て
も
、
閣
と
神
社
神
道
〈
神
社
神
避
の
議
鍔
・
儀
式
ま
た
は

議
教
密
体
)
と
の
「
結
び
付
き
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
」
が
あ
れ
ば
逮
懇
の
判
断
が
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
〈
C
〉
津
地
鎮
祭
最
高

毅
輯
決
に
従
え
ば
、
「

般
人
の
意
識
」
に
お
い
て
は
神
社
神
道
式
起
工
式
は
吋
さ
し
た
る
宗
教
的
意
義
」
の
寵
め
ら
れ
な
い
も
の
で

あ
る
。
多
く
の
自
本
人
の
宗
教
的
意
識
の
雑
居
性
と
神
社
袴
道
の
宗
教
と
し
て
の
特
異
性
と
を
指
摘
し
た
。
人
び
と
が
一
般
に
明
確
な

宗
教
的
意
識
や
自
覚
な
し
に
神
社
に
参
持
し
た
り
奏
銭
や
支
出
中
料
を
支
払
っ
た
り
、
神
道
行
事
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
よ
ち
す
れ
ば
、
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地
方
自
治
体
の
地
銀
銭
酬
が

殺
人
の
「
宗
教
意
識
を
高
め
る
」
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
。
高
松
高
裁
も
、
ほ
ほ
問
問
様
の
理
由
か
ら
五
第

料
の
支
出
が
一
般
墨
民
に
神
社
神
道
へ
の
「
斡
材
料
れ
の
関
心
・
気
薬
会
呼
び
起
こ
す
」
こ
と
は
考
え
雛
い
と
す
る
。
こ
れ
は
聞
民
一
般
の

主
穣
的
・
心
理
一
約
機
直
に
つ
い
て
の
推
認
を
直
接
に
A

抑
制
懇
判
断
の
援
拠
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
α

こ
れ
に
対
し
て
、
制
鉱
山
地
裁

判
決
は
、
政
教
分
離
規
定
が
な
に
よ
り
も
個
人
の
な
い
し
は
少
数
者
の
精
神
的
蕊
自
の
保
樟
に
か
か
わ
る
と
い
う
憲
法
震
範
意
一
織
よ
り
、

経
験
法
惑
に
か
ん
が
み
、
諸
事
実
要
素
に
つ
い
て
規
範
的
価
値
判
顕
令
部
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2 

岩
手
靖
国
神
社
公
式
参
拝
議
決
・
玉
串
料
公
金
支
出
事
件
仙
台
務
総
判
決

こ
の
よ
う
な
愛
媛
靖
閤
訴
訟
第
一
審
判
決
の
判
断
規
準
を
踏
襲
し
、
こ
れ
を
よ
り
明
確
に
示
し
た
の
が
岩
手
靖
掴
訴
訟
控
訴
審

(
官
。

判
決
で
あ
っ
た
。
内
閣
総
理
大
寵
の
公
式
参
拝
の
「
社
会
一
般
に
与
え
る
彰
響
及
び
効
阻
主
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
、
公
式

参
拝
を
違
憲
と
し
た
。



(a)
内
摺
総
理
大
盟
等
が
靖
国
神
社
に
公
鵠
資
格
で
参
押
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
吋
国
又
は
そ
の
機
嫌
が
靖
国
神
社
を
公
的
に
特
製

視
し
、
あ
る
い
は
他
の
宗
教
館
体
に
比
し
て
、
褒
路
約
地
位
を
与
え
て
い
る
と
の
印
象
を
社
会

般
に
生
じ
さ
せ
る
こ
と
」
は
「
容

携
に
捻
謝
さ
れ
る
」
。

〈

b
〉
こ
の
こ
と
は
、
闘
の
機
闘
が
公
式
参
鍔
と
い
う
宗
教
的
急
彩
の
護
服
な
行
為
を
通
じ
て
、
社
会
一
般
に
吋
特
定
の
宗
教
団
体

へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(
C
)

こ
う
し
た
こ
と
は
、
政
教
分
離
の
原
則
掛
か
ら
要
諦
怒
れ
る
「
間
関
の
非
察
教
性
な
い
し
宗
教
的
中
立
犠
」
を
没
却
す
る
お
そ
れ

が
極
め
て
大
き
い
。

〈

d
v
そ
し
て
、
「
仮
に
内
閣
総
理
大
豆
の
公
式
接
持
:
:
:
が
適
法
援
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
れ
ば
、
吋
公
式
参
拝
議
決
を
し
た
県
議
会

が
一
一
一
七
に
も
達
し
て
い
る
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、
「
都
道
府
県
、
甫
町
村
等
の
地
方
公
共
鵠
体
業
び
地
方
議
会
の
各
機
構
の
畏
等
で
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公
式
参
拝
に
費
関
す
る
者
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
地
壊
の
戦
没
者
の
慰
霊
と
遺
農
の
慰
謝
を
理
由
と
し
て
、
公
式
参
拝
に
赴
」
く
こ

最近のま書簡神社関係務戦決について(淑滞)

と
に
な
る
こ
と
が
吋
予
懇
さ
れ
る
い
。

(e)
ま
た
、
本
件
公
式
参
拝
の
き
い
の
供
花
科
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
吋
公
式
参
拝
に
は
、
五
期
料
等
の
支
出
が
公
費
で
な
さ
れ

る
こ
と
が
伴
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
九

〈

f
〉
本
件
公
式
参
捧
は
、
吋
臨
時
的
で
な
く
将
来
に
向
か
っ
て
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
幾
換
期
待
さ
れ
る
件
賓
の
も
の
で
あ
る
」
。

〈

g
〉
ま
た
本
件
議
決
は
、
天
皇
の
公
式
象
拝
を
も
要
議
し
て
い
る
。
こ
れ
が
合
憲
と
さ
れ
た
ば
あ
い
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
か
。
戦
鋼
、
天
皇
の
公
式
参
縛
は
「
親
拝
」
と
呼
ば
れ
、
吋
そ
の
方
式
が
独
特
の
も
の
」
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
苫
米
議
の

公
式
参
持
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
式
と
規
模
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
叉
農
が
「
皇
室
に
お
け
る
祭
寵

の
継
承
者
で
あ
る
点
を
も
境
野
に
い
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
政
教
分
離
の
嬢
鄭
と
の
欝
係
に
お
い
て
鴎
家
社
会
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に
計
り
し
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
い
こ
と
は
、
「
容
易
に
按
瀕
さ
れ
る
い
。

(h)
判
決
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
諒
し
た
。
会
式
参
拝
は
、
ぞ
れ
が
「
特
定
の
宗
教
へ
の
慢
心
を
呼
び
起
こ
す
」
こ
と
を
含
め
て
、

そ
の
吋
直
接
的
、
顕
在
的
な
欝
響
、
涯
び
将
来
予
想
さ
れ
る
間
接
的
、
潜
準
的
な
動
向
を
総
合
誉
議
す
れ
ば
町
一
一

O
条
一
二
項
の
禁

止
す
る
違
織
の
弘
行
為
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

出
靖
国
神
社
へ
の
五
験
料
等
の
公
金
支
出
の
吋
社
会
一
般
に
与
え
る
影
響
及
び
効
果
い
に
つ
い
て
も
、
公
式
参
持
に
つ
い
て
と
荷

様
に
、
次
の
よ
う
に
詣
携
し
た
。

て〈
a 

-， 

i 5 
が宗
他教

喜容
教に
間対
体 L

tと E
し立

て長

雪t
藷縦
社競
を暫
特 b
擬 :t.;:
複奪

与三
YZ 
と年
の 7
~n 十

号5
;件 主主

萎 z
ら

そ
の
ff 
為
の
態
嫌
よ
り
し

般
に
与
え
て
い
る
い
も
の
と
「
推

額
吃
ざ
る
を
え
な
い
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(b) 
一
関
の
金
額
が
少
な
く
て
も
、
当
詰
公
金
支
出
が
つ
混
常
的
か
っ
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
支

出
を
通
じ
て
岩
手
議
と
靖
国
神
社
と
の
結
び
つ
き
は
、
緊
密
北
し
い
る
」
も
の
と
「
認
め
ざ
る
を
え
な
い

〈
C
〉
本
件
「
支
出
の
も
つ
意
味
を
岩
手
県
に
局
限
し
て
考
察
す
る
の
は
総
当
で
は
な
い
〕
。
昭
和
五

O
年
の
世
論
調
変
〈
電
通
)
に

よ
れ
ば
、
「
靖
関
神
社
だ
け
は
:
:
:
部
が
特
別
に
お
世
話
す
ぺ
急
で
あ
る
」
と
の
叢
克
に
つ
い
て
、
「
賛
成
す
る
」
が
大
間
e

J'¥ 

々
ン
ト
、
「
わ
か
ら
な
い
い
が
こ
二
・
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
養
成
し
な
い
い
が
一
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
仮

に
、
本
件
五
曲
叩
料
等
の
支
出
が
漉
法
観
さ
れ
る
な
ら
ば
町
一
一
酉
六
万
余
柱
の
芸
〈
援
の
追
悼
と
潰
援
の
慰
謝
を
理
由
に
町
会
臨
各

地
の
「
多
数
の
市
町
村
が
本
件
と
同
様
の
公
金
支
出
を
も
っ
て
靖
聞
神
社
へ
の
奉
納
に
ゑ
ぶ
で
あ
ろ
う
」
こ
と
は
、
わ
が
国
の
社
会
・

文
先
的
報
事
情
と
同
神
社
に
対
す
る
麗
民
の
心
憎
か
ら
し
て
「
十
分
に
予
想
さ
れ
る
」
。

〈d
}
判
決
は
次
の
よ
う
な
結
論
を
訴
し
た
。
本
件
支
出
は
、
替
予
間
娠
が
「
靖
属
神
社
合
特
制
約
提
し
て
い
る
と
の
却
象
を
社
会
一
一
般



に
与
え
て
い
る
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
特
定
の
宗
教
密
体
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
い
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
支
出
に
よ
り
両

者
の
「
結
び
付
き
は
緊
密
免
し
て
い
る
」
の
で
あ
っ
て
、
「
靖
国
神
社
の
宗
教
活
動
を
援
助
す
る
」
或
も
の
と
留
め
ら
れ
る
。
ぞ
れ
は
、

政
教
分
離
の
原
則
の
繋
鵡
す
る
、
患
の
「
非
涼
教
性
な
い
し
ゅ
立
性
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
」
。
そ
し
て
、
ぞ
れ
が
招
来
す
る
で

あ
ろ
う
「
波
及
的
効
果
に
照
ら
い
せ
ば
、
本
件
支
出
は
二

O
条
三
項
に
瀧
日
反
す
る
。

本
判
決
は
、
〈
イ
〉
愛
媛
靖
密
訴
訟
第

審
判
決
と
異
な
り
、
吋
一
般
人
」
と
い
う
概
念
の
獲
屠
宏
、
掛
思
議
釣
に
避
け
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
(
ロ
)
も
ち
ろ
ん
、
コ
殺
人
の
婁
識
」
と
か
、
「
一
般
人
の
評
価
〕
な
ど
の
規
準
を
患
い
な
か
っ
た
。
〈
ハ
〉
愛
媛
錆
麗
訴
訟
第

一
審
判
決
と
同
様
に
、
罷
の
行
為
の
「
社
会
一
般
い
へ
の
欝
響
、
効
巣
の
認
定
は
、
政
教
分
離
の
街
地
却
が
命
じ
て
い
る
欝
の
悲
譲
住
・

宗
教
的
中
立
性

れ
は
少
数
者
の
密
由
の
保
護
の
た
め
に
不
可
矢
で
あ
る
)
の
緩
点
か
ら
の
規
範
的
価
償
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。

〈
ニ
〉
そ
の
合
憲
性
制
判
断
は
、
「
お
そ
れ
」
、
す
な
は
ち
危
険
な
事
態
招
来
の
可
麓
性
、
「
間
譲
説
、
潜
在
的
」
な
「
波
及
的
効
果
」
を
視
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野
に
い
れ
て
、
な
さ
れ
た
。

最近の鳩鼠締役関係諸事jまたについて(議事事}

3 

靖
盟
神
社
公
式
参
拝
事
件
大
阪
高
裁
判
決

(包

本
判
決
の
理
由
の
凱
述
は
認
定
事
実
と
結
論
と
か
ら
な
り
、
そ
こ
に
は
再
考
を
結
び
つ
け
る
論
理
的
記
述
が
み
ら
れ
な
い
。

)
 
‘aa 
{
 

そ
の
結
論
部
分
に
お
い
て
、
本
件
公
式
参
拝
の
行
な
わ
れ
た
場
所
、
「
本
件
公
式
参
拝
が
一
一
殺
人
に
与
え
る
効
果
、
第
響
片
そ
の
他
指

摸
さ
れ
た
諸
事
情
を
総
合
し
、
社
会
通
念
に
能
っ
て
考
え
る
と
、
ぞ
れ
は
二

G
条
一
一
一
項
の
禁
止
す
る
「
宗
教
的
活
動
に
該
当
す
る
疑
い

が
強
」
い
、
と
し
た
。
こ
の
「
一
般
人
に
与
え
る
影
響
、
勢
呆
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
、
L

ま
と
ま
っ
た
論
述
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
な
本
件
公
式
参
拝
爽
撞
に
至
る
経
緯
の
記
漉
の
な
か
に
示
唆
ち
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

〈
三
昭
和
一
一
一
一
年
に
遺
族
会
が
靖
悶
神
社
の
「
匡
家
護
持
を
求
め
る
決
議
」
を
探
択
し
て
以
来
、
「
闘
民
の
中
に
、
靖
国
神
社
を
再

ぴ
閣
常
化
な
い
し
関
家
護
持
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
運
艶
が
生
じ
た
可
〈
b
)
靖
国
神
社
法
案
廃
案
後
、
昭
和
五

O
年
嘆
よ
り
内
潤
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総
理
大
臣
等
が
靖
国
神
社
に
「
公
的
資
格
で
参
拝
す
べ
き
で
あ
る
と
の
連
携
が
膿
閲
さ
れ
た
可
そ
し
て
、
本
件
会
式
参
持
実
擁
の

頃
ま
で
に
、
出
問
題
総
理
大
臣
等
の
公
式
参
拝
の
実
施
を
要
望
す
る
決
議
が
一
一
一
七
県
議
会
〈
四
七
都
道
府
県
中
〉
、

ムハ

O
G市
町
村

議
会
(
一
ニ
ニ
七
六
市
町
潟
村
中
)
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。

〈

C
〉

「
靖
韻
懇
報
告
」
は
、
〈
イ
)
「
国
民
や
遺
旗
の
多
く
」
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
靖
国
神
社
を
「
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
擁
設
で

あ
る
」
と
し
て
お
り
、
内
調
総
理
大
臣
等
が
問
神
社
に
「
公
式
参
拝
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
も
の
と
し
、
(
ロ
)
「
大
方
の
菌
民

感
情
や
灘
擦
の
心
情
を
く
み
〕
、
司
凶
民
の
多
数
に
よ
り
支
持
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
何
ら
か
の
彰
で
」
の
公
式
参
拝
の
実
施
の
方

議
を
検
討
す
る
よ
う
躍
に
求
め
た
。

以
上
に
認
定
さ
れ
た
諸
事
実
は
、
公
式
接
持
に
対
す
る
関
誌
の
多
く
の
支
持
、
要
望
一
を
訴
す
も
の
で
あ
る
。
本
側
判
決
の
結
論
を
根
拠

づ
け
る
「
一
般
入
に
与
え
る
効
果
、
影
響
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
公
式
参
拝
が
そ
う
し
た
襲
議
や
心
情
に
応
え
る
も
の
ぷ
な
っ
た

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
闘
の
行
為
が
、
屈
が
一
宗
教
法
人
た
る
婿
彊
神
社
に
、
「
戦
没
者
追
悼
の
中
心
的
諮
綾
〕
〈
闘
民
的
慰
灘
脇
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設
)
と
し
て
特
出
加
の
地
位
(
他
の
宗
教
団
体
に
比
し
て
饗
越
的
地
位
〉
を
寵
め
て
い
る
と
の
印
象
を
冨
民

般
に
与
え
る
も
の
で
あ
る

と
誰
寵
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
制
判
決
は
、
客
観
的
な
事
実
の
経
椋
に
基
づ
き
、
本
件
公
式
参
拝
が
「
一
回
限
り
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
」
い

と
判
訴
す
る
が
、
ぞ
れ
は
公
式
参
拝
の
「
効
巣
」
を
考
え
る
う
え
で
軽
捜
し
え
な
い
点
で
あ
る
。
判
決
は
、
靖
冨
神
社
園
営
化
推
進
運

動
を
脊
索
と
し
て
、
公
式
務
持
を
求
め
る
運
動
が
展
開
期
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
公
式
参
拝
が
内
調
官
爵
裳
震
の
私
的
諮
問
機
関
た
る
「
靖

題
懇
」
の
報
告
に
基
づ
き
、
従
来
の
政
府
統

見
解
恋
愛
獲
し
て
爽
路
公
』
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
経
緯
を
も
ち
手
順
を
踏

ん
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
吋
将
来
も
、
継
続
し
て
:
:
:
公
式
癖
持
令
す
る
こ
と
会
予
定
し
て
な
さ
れ
た
込
の
」
と
評
価
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、
本
件
公
式
参
拝
は
「
国
の
方
針
と
し
て
」
行
な
わ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
マ
あ
る
。



(2) 

岩
手
靖
国
訴
訟
仙
台
高
裁
判
決
は
、
こ
う
し
た
彰
響
・
効
果
を
、
社
会
一
般
に
「
特
定
の
宗
教
窃
体
へ
の
関
心
会
時
ぴ
鶴
こ
す

こ
と
」
と
表
現
し
た
。
公
式
参
拝
訴
訟
大
軍
高
裁
判
決
は
、
こ
の
表
現
を
搬
用
し
な
か
っ
た
。
「
関
心
会
呼
ぴ
鶴
こ

と
い
う
表
現

乙
た
い
、
主
観
的
な
意
味
あ
い
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
競
盤
戦
的
価
償
判
断
そ
瞬
味
な
も
の
に
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。
本
判
決
の

特
叢
は
、
客
観
的
な
価
値
判
断
の
し
か
た
に
あ
る
よ
う
に
態
わ
れ
る
。
閣
に
禁
止
さ
れ
る
宗
教
的
活
動
に
あ
た
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

客
観
的
に
そ
の
行
為
の
撤
織
令
考
察
し
て
、
持
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
宗
教
的
多
数
派
安
額
が
支
持
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
外
観
概
念
つ
く
り
だ
す
行
為
と
溜
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
判
決
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
〈

a)
態
の
行
為
が
行
な
わ
れ
る
「
場
所
」
と
、

(b)
多
数
援
の
富
民
に
対
し
宗
教
上

の
立
場
、
意
見
を
異
に
す
る
少
数
者
が
存
を
す
る
と
い
う
事
実
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

(
a
)

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘

さ
れ
た
。
靖
国
神
社
は
「
宗
教
法
人
で
あ
っ
て
、
神
道
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
そ
の
た
め
の
儀
式
・
行
事
を
宥
い
、
信
者
を
教
先
・
育
成
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す
る
こ
と
を
言
的
と
し
、
そ
の
た
め
の
社
殿
等
の
撞
設
を
有
す
る
宗
教
団
体
(
神
社
)
で
あ
る
ー
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
所

最近のま構図神校関係書審判決について{重量湾〉

に
赴
き
、
そ
の
本
設
や
社
離
に
お
い
て
、
参
拝
す
る
行
為
は
、
「
外
形
的
、
響
額
的
に
は
、
神
社
、
神
道
と
の
か
か
わ
り
を
も
っ
宗
教

鵠
活
動
で
あ
る
」
。
こ
れ
が
憲
法
二

O
条
一
二
項
所
定
の
宗
教
的
活
畿
に
あ
た
り
、
政
教
分
離
の
原
則
に
紙
触
し
、
あ
る
い
は
漆
畿
の
蟻

い
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
従
来
の
政
府
の
見
解
で
あ
っ
た
。

{bv
に
つ
い
て
判
決
は
、
公
式
捗
押
に
つ
い
て
は
「
昭
和
大

O
年
当
時

は
勿
論
の
こ
と
、
現
在
に
お
い
て
も
:
:
:
強
く
民
対
す
る
者
が
あ
り
い
、
こ
れ
に
つ
い
て
「
既
倒
的
多
数
の
国
民
的
合
意
は
得
ら
れ
て

い
な
い
」
こ
と
に
つ
き
、
次
の
緒
点
宏
指
摘
し
て
い
る
。

〈
イ
〉
紹
昭
和
問
問
問
年
か
ら
悶
九
年
に
か
け
て
毎
年
の
よ
う
に
靖
罷
袴
投
法
案
が
開
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
「
各
種
毘
体
の
震
対
運
動

る
あ
っ
て
、
開
法
案
は
、
い
ず
れ
も
廃
業
と
な
っ

〈
ロ
)
期
和
五

O
年
嘆
か
ら
内
閣
総
理
大
医
等
が
靖
国
神
社
に
公
的
資
格
で
参
拝
す
べ
き
だ
と
の
運
動
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
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「
違
憲
で
あ
る
と
の
懇
談
議
か
ら
す
る
反
対
論
も
主
張
さ
れ
、
様
々
な
政
治
的
、
社
会
的
反
響
を
呼
ぶ
に
至
い
り
、
し
た
が
っ
て
公

式
参
拝
に
つ
い
て
「
夜
倒
的
多
数
の
国
民
的
合
叢
は
得
ら
れ
て
い
な
い
」
。

(
ハ
〉
公
式
参
拝
が
実
施
さ
れ
た
潜
静
ま
で
に
、
そ
の
爽
施
を
要
望
す
る
決
議
念
行
な
っ
た
地
方
議
会
は
踊
七
都
道
府
県
中
一
一
一
七
県

議
会
、
一
ニ
ニ
七
六
市
町
村
中
一
六

0
0市
町
村
議
会
で
あ
っ
た
。

(
ニ
)
本
件
公
式
事
拷
の
実
施
に
対
し
、
各
種
の
宗
教
毘
体
な
ら
び
に
市
民
団
体
等
か
ら
の
反
対
、
抗
議
の
声
明
等
が
ょ
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
の
指
摘
は
次
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
靖
関
神
社
に
お
け
る
公
式
参
拝
の
実
施
は
、
(
主
戦
没
者
・
英
霊
に

畏
敬
嬢
拝
の
舎
を
表
明
す
る
こ
と
は
国
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
こ
と
マ
あ
り
、
靖
国
神
社
は
そ
の
た
め
の
中
心
的
施
設
で
あ
る
と
の
晃

解
を
爵
が
公
式
に
宣
明
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

(
b〉
鏑
認
神
社
を
戦
没
者
地
悼
の
中
心
部
議
設
で
あ
る
と
し
そ
こ
で
の
公
式
参
拝

を
要
望
し
て
い
る
多
数
派
の
醤
誌
の
感
情
や
考
え
方
に
舗
の
支
持
、
承
認
を
与
え
、
(

C

)

そ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
靖
問
問
・
英

-184ー

霊
信
仰
を
共
官
慢
し
え
な
い
人
々
、
靖
閣
の
思
想
の
復
活
も
し
く
は
靖
国
神
社
の
祭
神
の
政
治
的
軍
事
的
再
制
初
期
に
反
対
す
る
人
々
に
対

す
る
固
の
不
支
持
を
表
明
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

防
大
薮
高
裁
判
決
は
、
公
式
一
参
拝
が
「
わ
が
閣
の
内
外
に
及
ぼ
す
影
響
」
を
重
視
し
た
。
津
地
鎮
祭
最
高
教
判
決
に
対
す
る
震
対

(
叩
由

意
箆
の
な
か
で
、
藤
林
裁
判
寄
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
国
家
又
は
地
方
公
共
毘
体
は
、
儒
教
や
良
心
に
演
す
る
よ
う
な
事

構
で
、
社
会
的
対
立
な
い
し
は
散
論
の
対
立
を
生
ず
る
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
致
教
分
離
原
則
の
真
の

意
義
が
害
す
る
」
。
宗
教
的
な
こ
と
が
ら
の
か
ら
ん
だ
政
治
的
、
社
会
的
な
議
争
や
紛
争
な
い
し
拡
争
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、

国
の
宗
教
へ
の
関
与
が
み
ら
れ
、
間
織
が
議
教
的
中
立
を
保
持
し
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
簸
際
費
さ
れ
、
宗
教
が
ら
み
の
紛
争
は
漆
灘
な

も
の
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
大
原
高
裁
判
決
は
、
本
件
公
式
参
拝
に
反
対
し
た
各
種
の
京
教
毘
体
や
市
民
団
体
の
名
称
を
割
列
挙
し
て
、

こ
の
こ
と
を
示
唆
し
た
。



の
み
な
ら
ず
、
大
薮
高
裁
判
決
は
、
公
式
参
拝
の
諸
外
聞
に
対
す
る
影
響
と
反
動
と
を
指
損
し
た
。
吋
中
盤
を
始
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
南
北
部
朝
鮮
、
香
港
等
か
ら
度
発
と
疑
念
が
表
明
さ
れ
、
特
に
や
詣
で
は
、
靖
国
神
社
が
東
条
英
樹
党
首
相
ら
い
わ
ゆ

る
A
級
戦
程
を
合
総
し
て
い
る
事
実
を
暗
黒
大
視
し
て
、
震
略
戦
争
の
般
高
指
導
者
一
歩
、
賛
美
す
る
宥
為
と
し
て
、
強
い
糾
弾
の
意
患
が
薮

間
鴨
谷
れ
、
日
中
間
の
外
交
関
躍
に
ま
で
発
展
し
た
可

宗
教
的
な
こ
と
が
ら
が
内
乱
や
国
家
砲
の
紛
争
の
饗
闘
と
な
る
こ
と
は
、
今
日
に
お
い
て
も
な
お
み
ら
れ
る
。
本
判
決
に
よ
っ
て
、

閣
が
宗
教
に
か
か
わ
る
こ
と
の
「
効
楽
・
影
響
」
の
範
聞
が
饗
し
く
拡
大
さ
れ
た
。

第
四
章

間
続
的
と
効
呆
の
認
定
繁
繁
と
し
て
の
つ
般
人
い
と
宗
教
的
中
立
性

宗
教
的
中
立
性
と
「
一
般
人
い
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宗
教
的
中
立
性
の
葉
剤

家
教
品
問
中
立
の
原
則
は
、
議
派
と
宗
派
の
閑
で
の
、
ま
た
宗
教
と
宗
教
の
間
で
の
、
さ
ら
に
家
教
と
非
宗
教
、
も
し
く
は
社
会
構
成

員
の
宗
教
償
仰
者
の
グ
ル
ー
プ
と
宗
教
を
震
乙
な
い
者
の
グ
ル
ー
プ
の
荷
で
の
、
政
府
の
公
平
な
扱
い
を
要
求
す
る
。
い
ず
れ
か
特
定

の
宗
教
、
議
提
の
優
遇
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
一
般
、
宗
教
じ
た
い
の
優
遇
を
も
禁
止
す
る
票
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
撃
さ
は
、

般
に
、
宗
教
的
多
数
派
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
と
少
数
者
と
の
興
で
、
前
者
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
宥
為
を
、
政
府

〈
公
の
機
関
)

に
対
し
禁
止
す
る
原
則
と
し
て
機
能
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
本
人
の
大
多
数
の
共
有
す
る
神
璃

品
約
な
祭
教
信
仰
、
宗
教
犠
念
、
あ
る
い
は
宗
教
感
情
を
基
盤
と
し
て
、
締
役
神
道
(
こ
れ
が
議
議
神
道
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
〉

の
政
治

的
利
用
が
は
か
ら
れ
た
過
去
の
経
験
に
間
照
ら
し
た
ば
あ
い
、
来
教
品
問
中
立
の
原
則
は
、
第
一
義
的
に
閲
民
多
数
の
宗
教
ま
た
は
祭
教
的
克
解
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や
宗
教
態
構
を
支
持
(
ま
た
は
支
配
酪
な
も
の
と
)
す
る
さ

2
ょ
政
府
の
行
為
会
禁
止
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
宗
教
的
中
立
性
の
麗
闘
は
、
岡
氏
多
数
が
い
だ
き
、
か
か
わ
っ
て
い
る
家
教
〈
信
仰
、
教
義
、
感
情
、
儀
式
、
析
祷
)
が
、
溜

の
支
持
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
、
宗
教
的
多
数
議
ま
た
は
少
数
者
に
よ
っ
て
感
じ
と
ら
れ
る
と
評
鍾
さ
れ
る
聞
の
行
為
を
禁
止
し
て
い

る
、
と
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
宗
教
と
か
か
わ
り
そ
ら
つ
国
の
行
為
が
多
数
旅
の
宗
教
へ
の
支
持
を
印
象
づ
け
〈
象

撮
す
〉
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
外
観
性
・
象
祭
性
原
尉
)
。
ぞ
れ
は
一
方
で
は
、
そ
の
よ
う
な
国
の

脊
為
は
、
少
数
者
(
多
数
派
の
、
も
し
く
は
支
配
的
な
議
悔
や
宗
教
惑
情
を
共
寂
し
え
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
)

の
儒
条
、
総
見
解
、

思
想
な
ど
に
対
を
す
る
躍
の
不
支
持
・
不
承
認
の
表
明
と
〈
少
数
者
に
よ
っ
て
)
感
じ
と
ら
れ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
他
方
、
多
数
派
国
民
の
宗
教
が
閣
の
支
持
、
承
認
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
多
数
派
に
よ
っ
て
感
じ
と
ら
れ
る
ば
あ

円
か
れ
ら
が
、
自
分
た
ち
の
宗
教
上
の
教
義
、
備
条
、
意
見
、
感
情
、
慣
行
な
ど
を
、

ぞ
れ
ら
に
罰
襲
せ
ず
、
従
わ
な
い
人
び
と
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(
少
数
饗
〉
に
対
し
て
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
を
助
愛
す
る
。
日
本
の
議
去
の
経
験
に
照
ら
す
ま
で
も
な
く
現
在
で
も
、
か
よ
う

な
、
国
民
多
数
に
よ
る
、
あ
る
い
は
地
域
社
会
、
携
入
、
同
僚
な
ど
に
よ
る
少
数
者
に
対
す
る
毘
追
〈
こ
う
し
た
ば
あ
い
新
聞
な
ど
報

道
機
関
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
)
は
、
権
力
に
よ
る
、
法
的
強
制
手
段
を
も
っ
て
す
る
よ
り
も
、
億
人
の
良
心
の
自
由

や
宗
教
上
の
選
択
の
闘
砲
を
奪
い
、
人
の
心
を
奴
隷
的
に
す
る
の
に
ず
っ
と
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
経
験
法
制
剤
と

し
て
、
こ
の
よ
う
な
中
立
後
疑
問
の
要
請
を
正
当
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ゆ
仲
地
鎮
祭
事
件
最
高
裁
判
決
と
愛
頭
集
靖
国
神
社
玉
験
料
等
支
出
事
件
松
山
地
義
制
判
決
と
に
お
け
る
「
一
一
般
人
}

と
こ
ろ
が
、
津
地
鎮
祭
事
件
で
、
最
高
義
が
訴
し
た
合
憲
性
判
断
の
規
準
は
、
題
提
多
数
の
意
織
や
評
鐙
に
決
定
的
に
依
存
す

(怨

る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
患
わ
れ
る
。
辺
邪
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
た
ら
す
持
為
の
詩
的
及
ぴ
効
果
}
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、

2 (1) 
鰐
謹
と
な
っ
て
い
る
調
の
吋
宥
為
の
外
形
的
側
麗
に
の
み
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
該
行
為
の
行
わ
れ
る
場
所
、
当
該
行
為
に
対
す



る
一
般
人
の
評
価
、
当
議
行
為
者
が
当
数
行
為
を
行
、
つ
に
つ
い
て
の
意
露
、
富
的
、
及
び
行
為
者
の
宗
教
陪
意
識
の
有
無
、
韓
度
、
当

骸
行
為
の

般
人
に
与
え
る
鶏
楽
、
彰
響
等
、
鰭
般
の
事
情
を
考
嬢
し
、
役
会
通
愈
に
従
っ
て
、
客
観
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
目
的
と
効
果
の
認
定
に
お
い
て
ふ
ま
え
ら
れ
る
べ
き
一

つ
の
規
準
〈
認
建
築
懲
〉
が
一
本
さ
れ
て
い
る
。

(a)
「
一
般
人
」
、
実
際
に
は
多
数
援
詞
民
の
意
識
、
見
解
、
評
価
を
議
準
と
す
る
。
こ
の
規
織
は
、
捕
と
宗
教
の
か
か
わ
り
あ
い
の

許
容
さ
れ
う
る
隈
産
、
も
し
く
は
致
教
分
離
の
限
界
・
を
定
め
る
に
つ
い
て
吋
多
数
者
の
宗
教
感
情
や
意
思
」
を
規
準
と
し
、
ひ
い
て
は

多
数
決
麗
壊
を
容
れ
る
余
地
の
あ
る
こ
と
も
否
定
さ
れ
え
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
多
数
派
宗
教
支
持
禁
止
の
意
味
で
の
「
中
立
性
」

.遂のま聞倒神社関係緒判決について(漉滞)

胤
則
と
の
関
係
で
縄
問
鑓
が
あ
る
。
〈
b
)
ま
た
、
多
く
の
国
民
の
意
識
や
評
悔
、
ま
た
は
行
為
者
の
意
醤
、
呂
柏
町
、
宗
教
的
意
識
な
ど

患
に
沼
山
懐
的
饗
繁
い
に
抜
拠
す
る
。
こ
れ
は
多
数
派
宗
教
へ
の
鑓
与
・
支
持
を
印
象
づ
け
る
行
為
か
ど
う
か
と
い
う
「
外
観
性
・
象

徴
性
」
謀
関
と
の
欝
様
で
、
大
義
な
隣
組
合
食
ん
で
い
る
。

士
一
般
人
い
〈
多
数
者
を
意
味
す
る
と
解
し
う
る
〉
の
意
識
や
見
解
を
閣
の
行
為
の
目
的
・
効
樹
木
の
襲
業
要
輩
と
し
、
吋
社
会
通
念
」

(
多
数
者
の
童
議
・
観
会
・
見
解
を
意
味
す
る
と
解
し
う
る
}
を
判
断
規
準
と
す
る
こ
と
は
、
関
民
多
数
の
接
教
上
の
叢
織
や
観
傘
、
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彼
ら
の
宗
教
感
情
や
宗
教
上
の
好
み
を
規
準
と
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
銀
総
獲
に
縫
っ
て
、
閣
の
機
関
の
、

神
社
神
道
と
の
関
わ
り
合
い
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
ば
あ
い
、
政
教
分
離
規
定
の
適
用
範
囲
は
著
し
く
狭
い
も
の
と
・
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
が
神
社
神
道
の
畿
式
や
行
事
に
翼
与
し
て
も
、
そ
れ
は
、

一
方
に
お
い
て
、
多
数
の
鴎
民
に
と
っ
て
瀧

和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
さ
し
た
る
宗
教
的
意
義
が
認
め
ら
れ
ず
、
議
礼
的
行
為
な
い
し
社
会
儀
礼
の
範
囲
内
の
も

の
と
難
め
ら
れ
、
強
方
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
醸
の
行
語
が
多
数
の
翻
民
に
と
っ
て
披
ら
の
宗
教
意
識
{
神
社
神
道
に
対
す
る
関
心
)

を
特
に
高
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
最
高
裁
判
決
が
、
日
本
人
の
宗
教
意
畿
の
特
典
性
と
神
社
神
滋
の
察
教
仙
郎
幹
付
糞
と
を
指
摘
し
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
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と
こ
ろ
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
吋
多
く
の
富
良
は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
は
神
道
を
、
朗
被
入
と
し
て
は
仏
教
安
樹
仰
す
る
な
ど

し
、
冠
婚
葬
僚
に
際
し
で
も
異
な
る
家
教
を
使
い
分
け
」
て
ち
し
た
る
矛
震
も
感
じ
な
い
と
い
っ
た
「
宗
教
意
識
の
雑
活
性
い
が
み
ら

れ
、
加
え
て
「
神
社
神
道
も
無
認
儀
礼
に
専
念
し
、
他
の
宗
教
に
見
ら
れ
る
積
極
的
な
布
教
、
伝
遣
の
よ
う
な
対
外
活
動
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
}
な
ど
の
特
色
が
み
ら
れ
る
ど
い
う
の
で
あ
る
。

〈
帆
山
)

愛
媛
靖
隣
訴
訟
松
出
地
裁
判
決
も
「
一
般
人
」
と
い
う
概
念
を
用
い
た
が
、
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
と
同
様
に
、
こ
れ
を

(2) 
吋
多
く
の
憧
民
」
と
い
う
概
念
と
明
確
に
該
部
怒
れ
る
も
の
と
し
て
舟
い
て
は
い
な
い
と
解
ぜ
ら
れ
る
。
回
開
地
畿
判
決
は
、
「
一
般
人
い

の
間
関
義
簡
と
し
て
、
「
多
く
の
日
本
人
」
、
「
多
く
の
者
」
、
「
多
数
の
者
い
な
ピ
を
歳
い
て
い
る
よ
う
に
悪
わ
れ
る
。
「

般
人
」
は
、
日

本
社
会
に
お
け
る
普
通
人
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事
件
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
神
社
神
道
の
宗
教
擁
設
、
儀
式
・
行
事
、
慣
行
な
ど
に

違
和
感
を
も
つ
よ
う
な
祭
教
的
、
思
想
的
に
挺
異
の
考
え
や
立
場
の
人
々
を
徐
い
た
国
民
一
般
、
世
間
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般
の
人
々
、

一
般
大
衆
で
あ

り
、
ぞ
れ
は
日
本
人
の
な
か
の
「
多
く
の
者
」
、
「
多
数
の
者
」
で
あ
り
、
多
数
派
の
国
畏
を
意
味
す
る
と
い
え
よ
う
。

詞
地
裁
判
決
は
、
最
高
裁
と
同
様
に
、
多
く
の
宮
本
人
の
僑
抑
の
多
元
的
暢
恩
賜
性
と
か
宗
教
的
雑
穀
牲
と
い
わ
れ
る
宗
教
と
の
関
わ

り
方
の
実
態
を
慈
め
な
が
ら
、
最
高
裁
と
は
異
な
り
、
宗
教
へ
の
公
金
支
出
の
宮
前
の
京
教
的
意
義
に
つ
い
て
、
吋
宗
教
的
意
識
な
い

し
自
覚
」
と
い
っ
た
軒
為
の
主
極
的
側
酉
に
核
拠
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
そ
客
接
的
諸
要
素
に
基
づ
い
て
認
定
し
た
。
間
判
決
は
、
愛

媛
県
の
靖
関
神
杜
へ
の
玉
事
料
等
の
支
出
が
「
靖
国
神
社
の
宗
教
活
動
を
援
助
、
助
長
、
突
進
す
る
効
巣
〕
を
も
っ
と
し
た
が
、
ぞ
れ

は
当
該
公
金
支
出
が
「
愛
媛
県
と
靖
霞
神
社
と
の
結
び
付
き
に
閲
す
る
象
慢
と
し
て
の
役
舗
を
果
た
し
て
い
る
」
こ
と
の
結
果
で
あ
る

と
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
論
拠
が
本
さ
れ
て
い
る
。

〈

a)
そ
の
よ
う
な
公
金
支
出
が
か
り
に
一
額
隈
り
の
ば
あ
い
で
あ
っ
て
も
、
高
者
の
関
に
「
他
の
宗
教
罰
体
と
の
聞
に
は
晃
ら
れ

な
い
特
裂
の
結
び
付
き
を
生
じ
る
結
果
と
な
」
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
戦
前
、
戦
後
の
矯
国
神
社
の
冨
と
の
関
係



な
い
し
法
的
地
伎
を
め
ぐ
る
歴
史
が
連
べ
ら
れ
、
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
〈
b
)
ま
た
、
玄
，
、
れ
が
広
く
知
ら
れ
る
と
き
は
、

一
般
人
の
靖

関
神
社
に
対
す
る
晃
方
や
態
度
に
対
し
て
も
議
大
な
影
響
が
亙
ん
で
い
く
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
」
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、

一
般
人
に
対
し
て
も
、
靖
国
神
社
は
他
の
宗
教
団
体
と
は
異
な
り
特
別
の
も
の
で
あ
る
と
の
印
象
を
生
じ
さ
せ
、
あ
る

い
は
こ
れ
を
強
め
た
り
盟
定
し
た
り
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
」
と
考
え
ら
れ
る
。

(
C
〉
こ
の
よ
う
な
可
能
性
は
、
吋
多
く

の
日
本
人
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
宗
教
と
の
か
か
わ
り
方
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
と
き
は
片
よ
り
大
き
い
も
の
と
評
価
せ
ぜ

る
そ
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
借
倒
仰
の
多
一
充
的
薫
属
性
、
宗
教
的
雑
居
性
と
い
わ
れ
て
い
る
現
象
の
鷺
め
ら
れ
る
我
が
簡
に
お
い
て
は
、

「
多
く
の
者
は
、
自
ら
の
信
仰
会
接
持
し
な
が
ら
川
開
時
に
吋
靖
雷
神
社
の
祭
神
を
神
と
し
て
認
め
、
こ
れ
に
対
し
畏
敬
山
抑
制
揮
の
念
を

持
つ
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
が
な
い
」
た
め
、
「
一
冗
来
、
各
人
の
信
仰
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
靖
溜
神
社
の
祭
神
に
対
し
て

議
敬
袋
持
の
念
を
持
つ
の
は
当
然
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
定
着
し
や
す
い
素
地
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
祭
る
か
ら
で
あ
る
。

(
d〉

こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
定
着
し
て
し
ま
う
と
、
吋
自
己
の
議
帰
陣
す
る
神
以
外
の
も
の
は
神
と
し
て
怒
め
ず
、
こ
の
よ
う
な
も
の
を
神
と

最近の靖隠神聖士関係書養判決について{語障害事}

し
て
扱
う
こ
と
は
宗
教
上
の
罪
で
あ
る
と
考
え
る
者
」
な
ど
少
数
者
に
対
し
て
、
辺
明
糊
倒
神
社
の
祭
神
に
対
す
る
信
仰
を
強
要
し
、
指
鳴

仰
の
自
由
を
踏
み
に
じ
る
結
果
を
揺
品
目
か
ね
会
い
う

縄
判
決
は
、
関
と
特
定
の
宗
教
と
が
結
び
付
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
結
果
を
生
じ
る
の
安
防
ぐ
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
政
教
分
離

議
定
の
設
け
ら
れ
た

E
的
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
議
定
の
解
釈
、
通
用
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
「
矯
間
神
社
の
歴

史
と
我
が
閣
の
宗
教
事
情
を
見
事
-Y-M

す
こ
と
は
で
き
な
い
い
と
い
う
。
経
験
法
問
に
し
た
が
い
、
「
一
般
人
」
を
、
国
と
宗
教
!
と
り

わ
け
神
投
禅
譲
!
と
の
関
わ
り
合
い
の
合
織
性
の
判
断
に
お
い
て
、
政
教
分
離
原
則
に
と
っ
て
の
危
験
要
素
と
み
る
べ
き
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
閣
の
行
為
の
自
鴎
の
認
定
に
お
い
て
、
そ
の
宗
教
的
意
義
そ
硲
認
す
る
要
素
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら

般
人
の
意
識
や
評
価

を
考
曝
せ
ず
、
効
果
の
認
定
に
お
い
て
は
こ
れ
が
宗
教
支
援
効
果
を
高
め
宗
教
の
密
自
に
と
り
危
換
な
要
素
と
し
て
決
定
的
に
議
機
き
れ
た
。

…189-
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「
一
般
人
」
は
留
の
行
為
の
宗
教
性
・
宗
教
支
援
性
を
抵
滅
す
る
要
素
か
・
高
め
る
要
素
か

議
教
性
・
宗
教
支
援
性
を
紙
滅
す
る
要
紫
と
み
る
判
決

愛
媛
一
靖
溺
訴
訟
高
松
高
執
筆
跡
榔
は
、
靖
閣
神
社
へ
の
玉
串
一
料
公
金
支
出
の
宗
教
的
意
義
の
判
断
に
お
い
て
、
主
と
し
て
一
般
人
の

l 
叢
識
や
評
織
に
依
存
し
た
。
そ
の
よ
う
な
公
金
支
出
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

般
人
の
京
教
的
評
価
は
、
「
特
躍
に
靖
鵠
神
社
と
密

接
な
興
援
を
持
つ
も
の
と
は
寵
識
し
て
い
な
い
可
ま
た
、
鰭
哨
鵠
神
社
な
ど
に
饗
銭
よ
り
は
吋
少
し
改
ま
っ
た
形
式
で
あ
る
玉
串
料
等

を
奉
執
し
よ
う
と
す
る
一
般
人
の
意
識
」
は
、
吋
脇
村
に
神
避
の
奥
義
を
緩
め
こ
れ
に
能
う
容
と
し
て
」
ぞ
う
し
た
こ
と
令
部
リ
な
う
わ
け

で
は
な
く
、

zw寵
き
れ
て
い
る
遺
族
、
知
人
等
の
慰
議
」
あ
る
い
は
吋
個
人
的
な
願
い
事
の
成
就
」
が
闘
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

そ
の
公
金
支
出
は
「
神
遭
の
教
義
に
則
り
靖
国
神
社
等
の
祭
神
に
対
す
る
畏
敬
崇
拝
の
意
思
を
難
明
す
る
こ
と
と
は
程
遣
い
俗
世
ゃ
い
マ

一
般
人
に
お
い
て
、
参
拝
の
際
の
玉
串
科
支
出
は
「
社
会
的
幾
札
と
し
て
受
容
さ
れ
る
」
と
い
う
宗
教
的
評
錨
が
な
さ
れ
て
い
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あ
る
。

る
。
ま
た
、
靖
国
神
社
や
護
聞
神
社
に
お
け
る
慰
霊
に
対
す
る
一
般
人
の
意
識
も
、
そ
れ
ら
の
第
二
次
大
戦
中
の
法
鵠
地
盤
の
復
活
を

願
う
も
の
で
は
な
く
(
「
闇
民
の
大
多
数
の
意
思
が
そ
の
よ
う
な
法
的
地
位
、
法
律
関
係
を
望
ま
な
い
も
の
と
し
て
確
定
さ
れ
」
て
い

る
て
慰
霊
に
参
加
す
る
大
多
数
の
者
の
真
の
目
的
が
戦
没
者
の
「
生
請
を
億
ぴ
追
悼
す
る
こ
と
」
と
「
鞍
没
者
の
鎮
魂
を
祈
る
こ
と
」

に
実
態
が
あ
る
こ
と
会
「
息
地
龍
し
見
守
る
」
と
い
っ
た
軽
震
の
も
の
で
あ
る
。

般
人
の
撒
織
・
畑
町
舗
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
娘
知
事
の
張
感
料
支
出
の
意
関
・
屋
約
も
、
そ
の
}
殺
人
に
与
え
る
効

果
・
膨
影
響
も
し
れ
た
も
の
で
あ
る
。
-
す
な
わ
ち
、
被
告
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
嬬
教
的
意
識
は
「
一
般
人
が
悠
の
神
社
に
対
し
て
支
出
す

こ
う
し
た

る
の
と
詞
謹
度
の
個
人
的
祈
願
」
に
す
ぎ
ず
、
知
事
へ
の
海
道
議
の
祈
願
で
あ
っ
て
、
吋
ぞ
れ
以
上
に
深
い
家
教
心
に
碁
づ
く
も
の
で

は
な
」
い
。
そ
の
行
為
は
「
遺
族
援
護
持
政
を
制
約
惑
し
て
、
そ
の
趣
旨
の
政
治
活
動
と
し
て
行
っ
た
も
の
い
で
あ
り
、
靖
聞
神
社
に
第

二
次
大
戦
中
の
法
的
地
位
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
を
意
題
し
た
も
の
で
は
な
い
し
、
依
り
に
そ
う
し
た
こ
と
を
意
壊
し
た
と
し
て
も
、



聞畑、

数
富
良
に
対
し
そ
の
意
図
で
玉
串
科
の
支
出
を
勧
め
る
な
ど
の
自
ら
に
よ
る
宣
伝
活
動
の
な
か
っ
た
」
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
実
際

に
そ
の
気
風
を
呼
び
起
こ
し
た
も
の
で
も
な
く
、
事
実
上
の
彰
響
力
は
微
小
で
あ
る
」
。

の
よ
う

津
地
鎮
祭

器
裁
判
決
と

震
本
判
決
iま

一
般
人
な
い
し
冨
長
の
大
多
数
の
神
社
神
道
と
関
わ
り
そ
も
っ
ぱ
あ

い
の
意
識
、
そ
の
行
事
に
つ
い
て
の
意
識
・
評
短
な
ど
を
規
準
と
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
閣
の
行
為
の
宗
教
的
意
義
と
そ
の
効
果
・

影
響
と
を
最
低
腺
震
の
も
の
と
評
価
し
た
。

2 

宗
教
性
・
捺
教
支
援
性
を
高
め
る
饗
紫
と
み
る
判
決

こ
れ
と
は
対
照
一
釣
に
、
岩
手
靖
国
訴
訟
仙
台
高
裁
礼
砲
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
津
地
鎮
祭
最
高
裁
創
刊
決
に
い
う

(1) 
「
当
議
行
為
に
対
す
る
一
般
人
の
宗
教
的
評
額
い
の
点
を
、
「
本
件
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
参
押
」
に
つ
い
て
考
壊
す
る
に
あ
た
っ
て

iま

内
摺
総
理
大
慌
の
靖
彊
神
社
に
対
す
る
公
式
参
拝
と
し
て
照
明
確
な
認
識
の
も
と
に
な
怒
れ
る
べ
き
筋
合
い
の
も
の
で
あ

る
」
が
ゆ
え
に
、
「
我
が
冨
に
容
す
る
総
じ
て
暖
昧
な
家
教
的
意
識
の
視
点
か
ら
右
公
式
参
拝
の
宗
教
的
意
義
を
評
価
す
る
こ
と
は
逮

最近のま構図神事主演係諸判決について{語臨海}

切
で
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
い
。

日
本
人
の
「
媛
妹
な
宗
教
的
意
識
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
諮
う
。
「
我
が
国
に
お
い
て
は
、

『
神
社
神
灘
は
祭
教
に
あ
ら
ず
』
と

議
躍
す
る
論
者
も
少
な
く
な
い
い
し
、
「
多
く
の
題
民
に
は
神
社
信
仰
と
仏
教
信
仰
神
及
ぴ
そ
の
他
の
宗
教
の
寵
備
や
行
事
、
習
俗
等
会

巧
み
に
融
合
さ
せ
、
時
々
の
事
情
に
搭
己
て
硬
い
分
け
て
き
し
た
る
矛
騒
を
感
ず
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
宗
教
的
鷲
識
の
多
完
性
、

多
重
性
、
峻
味
性
が
翠
め
ら
れ
る
た
め
、
「
神
社
参
持
に
あ
た
っ
て
も
、
祭
神
に
対
す
る
開
明
確
な
認
識
が
な
く
、
表
敬
程
変
の
認
識
の

も
と
に
宗
教
施
設
に
参
拝
す
る
者
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
。

だ
が
し
か
し
、

般
人
な
い
し
多
く
の
頴
畏
の
そ
う
し
た
操
教
鵠
意
識
に
お
い
て
は
、
国
の
機
関
の
神
社
埜
泡
と
の
関
わ
り
あ
い
に

つ
い
て
「
さ
し
た
る
嬬
教
的
意
義
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
之
考
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
鵠
点
か
ら
の
、
最
高
裁
の
閣
の
行
為
に
つ
い
て

-191-
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の
評
価
の
仕
方
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
「
神
社
神
道
は
宗
教
に
あ
ら
ず
」
と
す
る
に
ひ
と
し
く
、
固
と
神
社

神
道
と
の
結
び
付
き
を
も
た
ら
す
行
為
を
政
教
分
離
規
定
の
適
用
範
囲
の
外
に
お
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
国
の
行
為
の
「
社
会
一
般
」
に
与
え
る
影
響
、
効
果
を
、
そ
し
て
国
の
行
為
が
「
ど
の
よ
う
な
"
印
象
“
を
社
会
一
般

に
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
か
」
を
問
題
に
し
た
。
宗
教
上
の
宣
伝
、
教
育
と
い
っ
た
典
型
的
な
宗
教
活
動
に
よ
っ
て
、

宗
教
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
さ
れ
、
宗
教
心
が
養
わ
れ
、
あ
る
い
は
宗
教
意
識
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
ま
で
の
効
果
が
認
め
ら
れ
な
く
て

も
、
「
固
ま
た
は
そ
の
機
闘
が
靖
国
神
社
を
公
的
に
特
別
視
し
、
あ
る
い
は
他
の
宗
教
団
体
に
比
し
て
優
越
的
地
位
を
与
え
て
い
る
と

の
印
象
」
を
「
社
会
一
般
に
生
じ
さ
せ
る
」
と
推
測
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
国
の
行
為
は
、
社
会
一
般
に
「
特
定
の
宗
教
(
団

体

へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
行
為
」
と
認
め
ら
れ
、
政
教
分
離
原
則
の
命
ず
る
「
国
の
宗
教
的
中
立
性
を
没
却
す
る
お
そ
れ
が
き
わ

め
て
大
き
い
」
が
ゆ
え
に
、
憲
法
二

O
条
三
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
あ
た
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で

-192ー

あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
国
民
の
宗
教
的
意
識
の
多
元
性
、
暖
昧
性
を
老
虐
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ま
た
、
多
く
の
国
民
の

宗
教
意
識
の
多
重
性
・
暖
昧
性
、
靖
国
神
社
に
合
寵
さ
れ
て
い
る
英
霊
が
二
四
六
万
余
柱
、
公
式
参
拝
要
請
の
議
決
を
し
た
県
議
会
が

三
七
に
も
達
し
て
い
る
こ
と
、
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
政
教
分
離
の
憲
法
原
則
を
知
ら
な
い
者
が
過
半
数
、
天
皇
の
公
式
参
拝
を
「
問
題

な
い
」
と
す
る
者
が
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
靖
国
神
社
を
国
が
「
特
別
に
お
世
話
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
る
者
が
六

O
数
パ

l

セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
公
式
参
拝
や
玉
串
料
公
金
支
出
が
適
法
視
さ
れ
る
と
き
、
「
そ
の
招
来
す
る
で
あ
ろ
う
波

及
的
効
果
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

(怨

ω
公
式
参
拝
訴
訟
大
阪
高
裁
判
決
は
、
国
の
行
為
の
宗
教
的
意
義
の
認
定
に
お
い
て
、
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
の
依
拠
し
た

「
一
般
人
の
意
識
・
評
価
」
を
老
最
す
る
余
地
の
全
く
な
い
、
「
外
形
的
、
客
観
的
」
な
要
素
に
基
づ
く
判
断
を
示
し
た
。
ま
た
、
「
効

果
」
の
認
定
の
た
め
の
定
式
化
さ
れ
た
規
準
を
示
す
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
「
一
般
人
に
与
え
る
効
果
、
影
響
」
を
、
公
式
参
拝
が



「二

O
条
三
項
所
定
の
宗
教
鵠
活
動
に
4

該
当
す
る
疑
い
が
強
」
い
と
の
判
断
の
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
次
の
よ
う
な
事
実
の

指
摘
か
ら

草
靖
密
訴
訟
控
訴
審
判
決
と

思

一
般
人
な
い
し
多
く
の
舗
践
の
縁
関
神
社
に
つ
い
て
も
っ
て
い
る
猿
畿
を
、
関

の
宗
教
的
中
立
性
の
原
裂
と
の
欝
需
に
お
い
て
危
険
な
要
素
と
見
て
い
る
も
の
と
患
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
一
三
年
に
「
罰
民
の
中
に
、
靖
国
神
社
を
再
び
題
嘗
詑
な
い
し
国
家
護
持
を
す
べ
き
で
あ
る
と
の
運
動
が
生
じ
た
」

こ
と
、
こ
の
運
動
に
往
わ
っ
て
昭
和
五

O
頃
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
等
が
「
靖
雷
神
社
に
公
的
資
格
で
参
拝
す
べ
き
で
あ
る
と
の
運
動
が

牒
関
さ
れ
た
」
こ
と
、
こ
の
公
式
参
拝
を
要
望
す
る
議
決
を
行
な
っ
た
地
方
議
会
の
数
が
昭
和
六

O
年
は
じ
め
ま
で
に
「
全
国
四
七
都

道
府
県
中
…
一
一
七
県
議
会
、

七
六
市
町
村
中

六

O
O市
町
村
議
会
に
友
ん
だ
」
こ
と
、
そ
し
て
「
国
民
や
遺
族
の
多
く
」
が
靖
国

神
社
を
「
依
態
と
し
て
我
が
閣
に
お
け
る
戦
没
者
遺
憾
の
や
心
的
議
設
で
あ
る
と
し
」
、
内
閣
総
理
大
臣
等
が
「
公
式
参
拝
す
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
吋
大
方
の
留
民
感
情
々
遺
族
の
心
情
を
く
み
川
公
式
参
拝
を
実
施
す
る
方
途
を
検
討
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す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
「
靖
題
懇
報
告
書
」
に
椋
拠
し
て
、
本
件
公
式
参
拝
が
実
施
怒
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

最近のt韓関締役関係義者判決について(滋湾)

判
決
は
、
こ
う
し
た
背
景
と
経
緯
を
も
っ
公
式
参
拝
の
実
擁
が
、
上
の
よ
う
な
意
識
や
感
情
を
も
っ
一
殺
人
な
い
し
調
民
の
多
く
に

与
え
た
「
効
巣
、
彰
響
」
を
問
題
に
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
義
判
所
は
、
本
件
公
式
参
拝
が
、
そ
の
よ
う
会
吋
宗
教
的
多
致
、
持
ド
対
し
、

屈
が
支
持
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
外
観
を
作
り
出
す
行
為
」
(
差
訴
入
閣
の
主
張
)

で
あ
り
、
ま
た
、
仙
台
高
裁
判
決
の
い
う
よ
う
に
、

靖
問
問
神
社
を
「
公
的
問
に
特
別
捜
し
」
、
こ
れ
に
「
彊
践
的
地
金
を
与
え
て
い
る
」
と
い
う
「
印
象
」
を
多
く
の
富
民
に
生
じ
さ
せ
る
も

の
マ
あ
っ
た
と
披
露
し
た
、
と
解
し
う
る
。
そ
し
て
、
斡
決
は
、
次
の
諸
点
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
式
参
拝
の
合
憲
性
に
疑
問

が
あ
る
と
の
窓
場
か
ら
そ
の
爽
臓
に
慎
抵
で
あ
っ
た
従
来
の
政
府
見
解
そ
あ
え
て
変
更
し
て
実
擁
さ
れ
た
本
件
公
式
参
拝
が
、
閣
の
宗

教
的
中
立
探
持
の
原
艇
に
皮
・
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

認
和
関
間
関
年
か
ら
四
九
年
に
か
け
て
毎
年
の
よ
う
に
麗
会
に
提
出
怒
れ
た
靖
聞
神
校
法
案
が
「
名
掛
懲
罰
体
の
成
対
連
動
も
あ
っ
て
」
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い
ず
れ
も
溌
案
に
な
っ
た
こ
と
、
「
公
式
参
拝
い
を
実
現
さ
せ
る
運
動
に
対
し
て
こ
れ
を
違
憲
と
サ
る
「
反
対
論
も
車
蝦
さ
れ
、
様
々

な
政
治
的
問
、
社
会
鵠
挺
響
を
呼
ぶ
に
濯
っ
た
」
こ
と
、
本
件
公
式
参
拝
実
施
に
対
し
様
々
な
宗
教
部
体
な
ら
び
に
市
民
盟
体
等
か
ら
誌

識
の
声
明
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
吋
昭
和
六

O
年
当
時
は
勿
論
の
こ
と
現
在
に
お
い
て
も
」
公
式
参
拝
に
対
し
て
は
「
強
く
説

対
す
る
殺
が
あ
り
、
未
だ
、
お
公
式
参
拝
を
是
認
す
る
圧
倒
的
多
数
の
聞
記
的
合
態
は
得
ら
れ
て
い
な
い
」
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
m

普
及
の
な
か
に
、
政
府
は
京
教
上
の
問
題
、
事
柄
に
お
い
て
多
数
抵
の
慈
恵
に
基
づ
い
て
そ
の
方
針
を
決
定
す
る
こ
と

は
許
き
れ
な
い
、
と
い
う
宗
教
的
中
立
性
の
諜
鄭
の
本
量
が
麓
ま
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
解
し
う
る
。

ω
公
式
葬
童
福
岡
高
義
札
制
は
、
津
地
鎮
祭
最
高
裁
判
決
が
根
拠
な
い
し
規
準
と
し
た
「
一
般
人
の
意
識
-
署
長

拠
サ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
諸
岡
高
裁
は
、
〈

a〉
「
宗
教
団
体
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
靖
欝
神
社
」
で
の
参
拝
符
為
に
つ
い
て
は
、

「
参
拝
の
方
式
が
神
道
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
従
来
の
政
舟
毅
一
晃
解
で
問
題
と
さ
れ
て
い
た
点
が
解
消
し

-1吉4-

た
と
は
必
ず
し
も
考
え
灘
い
」
こ
と
、
〈
b
)
ま
た
、
行
為
の
態
様
に
つ
い
て
、
公
式
参
拝
が
吋
制
度
的
に
継
続
し
て
仔
わ
れ
」
る
ば

あ
い
に
は
、
靖
盟
神
社
に
対
サ
る
支
援
の
効
薬
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
判
決
は
、
国
の
円
行
為
の
客
観
鵠

な
要
素
、
幽
殿
様
に
着
服
し
て
、
関
民
に
対
す
る
効
果
、
欝
帯
を
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
、
最
高
裁
判
決
と
一
線

を
醒
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

結

ぴ

カz

;{. 

て

{一}

思
と
靖
聞
神
社
と
の
関
わ
り
あ
い
の
合
憲
性
が
問
蝿
に
な
っ
た
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
授
訴
審
籍
判
決
は
、
津
織
鎮
祭

事
件
と
惑
衛
官
合
記
事
件
た
に
お
け
る
最
高
裁
特
淡
の
示
し
た
「
目
的
場
一
効
果
」
規
準
と
こ
れ
を
連
用
す
る
ば
あ
い
に
場
議
さ
れ
る
べ



き
認
定
要
素
を
前
提
と
し
、
も
し
く
は
援
用
し
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
、
岩
手
靖
国
訴
訟
と
愛
媛
靖
国
訴
訟
と
に
お
い
て
は
、
第
一

審
判
決
と
控
訴
審
判
決
と
が
、
互
い
に
対
照
的
な
結
論
と
論
拠
(
目
的
と
効
果
と
の
認
定
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
規
準
や
要
素
)

と
を
示
し
た
。
ま
た
、
公
式
参
拝
訴
訟
に
お
い
て
、
大
阪
高
裁
と
福
岡
高
裁
と
は
、
い
ず
れ
も
地
裁
と
は
異
な
り
、
公
式
参
拝
が
政
教

分
離
規
定
に
違
反
す
る
か
否
か
の
判
断
に
立
ち
入
り
、
前
者
は
そ
れ
を
違
憲
の
「
疑
い
が
強
い
」
行
為
で
あ
る
と
し
、
後
者
は
そ
れ
が

一
定
の
態
様
の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
ぱ
あ
い
に
は
違
憲
と
な
り
う
る
と
警
告
し
た
。

(二)

そ
れ
ら
控
訴
審
の
諸
判
決
の
う
ち
、
仙
台
高
裁
判
決
と
高
松
高
裁
判
決
と
は
結
論
を
異
に
し
、
論
拠
に
お
い
て
き
わ
だ
っ
た
対

立
を
示
し
た
。
前
者
は
愛
媛
靖
国
訴
訟
松
山
地
裁
判
決
を
、
後
者
は
右
最
高
裁
判
決
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
松
高
裁
は
、

一
般
人
な
い
し
多
く
の
国
民
の
宗
教
的
意
識
の
多
重
性
、
暖
昧
性
を
前
提
と
し
、
そ
う
し
た
主
観
的
要
素
に
基
づ
き
国

の
行
為
の
宗
教
的
意
義
を
判
断
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
仙
台
高
裁
は
、
国
の
行
為
の
目
的
に
つ
い
て
、
事
件
事
実
の
諸
要
素
に
基
づ
き
、

客
観
的
な
判
断
を
試
み
た
。

最近の靖国神社関係諸判決について(滋湾)

大
阪
高
裁
は
、
行
為
の
行
な
わ
れ
る
場
所
の
宗
教
的
性
質
と
い
う
客
観
的
要
素
に
決
定
的
に
依
存
し
て
そ
の
宗
教
的
意
義
を
判
断
し
、

主
観
的
要
素
を
全
く
老
最
す
る
余
地
の
な
い
も
の
と
し
た
。
国
の
行
為
が
政
教
分
離
規
定
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
ど
こ
ま

で
も
客
観
的
に
そ
の
行
為
の
意
義
を
考
察
し
て
、
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

国
の
行
為
が
宗
教
支
援
の
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

(司

一
般
人
(
社
会
一
般
な
い
し
多
く
の
国
民
)
に
与
え
る
影

響
・
効
果
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
。
仙
台
高
裁
と
高
松
高
裁
と
は
い
ず
れ
も
、
自
衛
官
合
肥
訴
訟
最
高
裁
判
決
の
示
し
た
「
特
定
の
宗

教
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
す
」
よ
う
な
効
果
を
も
つ
か
ど
う
か
と
い
う
規
準
を
援
用
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
利
用
の
仕
方
に
き
わ
だ
つ

た
差
異
が
み
ら
れ
た
。
仙
台
高
裁
は
、
国
の
行
為
が
、
特
定
の
宗
教
(
団
体
)
を
「
公
的
に
特
別
視
し
」
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
「
優
越

的
地
位
を
与
え
て
い
る
」
と
い
う
「
印
象
を
社
会
一
般
に
生
じ
さ
せ
る
」
も
の
と
推
測
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
特
定
の
宗
教
へ
の
関
心
を

E
d
 

n
B
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呼
ぴ
恕
こ
す
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
高
松
高
裁
は
、
閣
の
行
為
が
「
靖
聞
神
社
を
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
同

様
の
法
的
地
位
、
法
律
環
器
に
復
活
し
饗
略
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
に
繋
が
る
と
一
般
劉
誌
に
患
わ
せ
る
」
と
か
、
「
一
般
富
民
に
〈
よ

る
〉
特
定
宗
教
で
あ
る
神
社
神
道
の
気
患
を
時
ぴ
起
こ
」
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
ば
あ
い
に
、
「
特
定
の
宗
教
で
あ
る
嫌
国
神
社
へ
の

翼
心
安
呼
ぴ
鎚
こ
す
」
行
為
と
し
て
、
二

O
条
三
項
の
禁
止
ナ
る
宗
教
的
活
動
に
あ
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
後
者
の
ぱ
あ
い
、
ニ

O

条
三
項
の
適
用
範
開
聞
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

大
阪
高
識
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
規
準
に
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
。
多
数
派
閥
民
の
宗
教
的
感
情
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
国
の
有

為
は
許
き
れ
な
い
と
い
う
、
閣
の
家
教
鵠
中
立
性
の
諜
踏
の
観
点
か
ら
、
公
式
参
J

持
の
実
施
が
つ
般
人
に
与
え
る
効
来
、
影
響
い
を

務
稿
し
た
、
と
解
し
う
る
。
そ
の
基
本
的
思
場
に
お
い
て
は
、
愛
媛
矯
国
訴
訟
絞
出
総
裁
判
決
と
岩
手
靖
闘
訴
訟
偵
台
高
裁
判
決
と
に

連
な
る
も
の
で
あ
る
。

-196-

(則

説
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
公
式
参
拝
訴
訟
大
阪
高
裁
一
札
脚
が
、
靖
盟
神
社
関
係
諸
一
特
設
の
な
か
で
稚
て
公
式
参

拝
の
実
諸
に
対
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
「
庇
発
と
疑
念
」
の
殺
間
引
に
言
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
中
富
を
強
め
、

フ
ィ

リ
ぜ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
南
北
相
朝
鮮
、
香
議
等
か
ら
反
発
と
楚
舎
が
表
明
さ
れ
、
能
付
に
中
盟
で
は
、
靖
国
神
社
が
東
条
英
樹
一
冗
蓄
相

ら
A
級
戦
認
を
合
現
し
て
い
る
事
集
合
重
大
捷
し
て
、
概
略
戦
争
の
最
高
指
導
者
を
賛
美
す
る
行
為
と
し
て
、
強
い
糾
制
測
の
叢
患
が
表

明
さ
れ
、

E
中
聞
の
外
交
関
題
に
ま
で
発
獲
し
た
」
。
公
式
参
祥
の
実
諸
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
な

い
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
、
吋
矯
菌
懇
報
告
」
の
な
か
に
記
さ
れ
て
い
た
。
判
決
が
言
う
よ
う
に
、
鎖
国
神
社
は

「
第
二
次
大
戦
の
終
了
ま
で
、
禁
致
…
教
の
国
策
の
下
で
、
国
家
持
遺
の
中
心
的
擁
設
と
し
て
、
と
り
わ
け
、
戦
前
の
喪
剛
史
銀
教
育

と
も
相
侠
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
軍
国
志
織
の
精
神
鵠
基
礎
と
し
て
、
撞
家
の
手
に
よ
り
、
維
持
審
理
さ
れ
て
き
た
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

撰
教
法
人
と
な
り
、
公
斡
性
格
が
一
切
払
拭
さ
れ
た
と
は
い
え
、
「
靖
題
神
社
社
憲
」
や
「
靖
国
神
社
規
爵
}
で
は
、
「
欝
身
の
東
京



招
魂
社
や
戦
前
の
靖
国
神
社
と
の
同
一
性
、
継
承
性
を
語
い
、
別
格
宮
幣
社
当
時
の
目
的
も
継
承
し
て
い
る
」
と
認
定
し
て
い
る
。

政
教
分
離
規
定
の
解
釈
と
適
用
は
、
こ
う
し
た
歴
史
認
識
の
も
と
に
、
同
規
定
が
そ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
考
量
し
、
過
去
の
反
省

に
た
っ
て
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
想
起
し
つ
つ
、
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
判
決
が
い
う
よ
う
に
、
「
神
道
指
令
に

よ
っ
て
、
国
家
神
道
の
廃
止
を
中
核
と
す
る
政
教
分
離
の
政
策
が
と
ら
れ
る
に
至
り
」
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
政
教
分
離
原
則
が
憲
法
上

に
具
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
靖
国
懇
報
告
書
」
は
、
「
戦
前
の
国
家
神
道
・
軍
国
主
義
の
復
活
と
い
う
不
安
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
配
慮
す
」

Jて

き

こ
と
を
、
公
式
参
拝
実
施
の
条
件
と
し
て
付
記
し
た
。
も
と
も
と
、
政
府
が
公
式
参
拝
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
き
た
の
は
、
こ
の
点

を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
「
反
発
と
疑
念
」
は
単
に
過
去
の
こ
と
だ
け
に
関
わ
る
の
で
は
な
い
。

将
来
に
お
け
る
、
靖
国
神
社
、
英
霊
信
仰
の
政
治
的
、
軍
事
的
利
用
の
お
そ
れ
な
い
し
可
能
性
に
も
関
わ
る
。

-197-

(五)

そ
れ
ゆ
え
に
、
日
本
人
の
多
く
に
み
ら
れ
る
重
層
的
、
多
元
的
な
、
暖
味
な
宗
教
的
意
識
、
し
た
が
っ
て
固
と
神
社
神
道
と
の

最近の靖国神社関係諸判決について(温海)

結
び
付
き
に
つ
い
て
違
和
感
を
も
た
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に
依
拠
し
て
、
国
の
神
社
神
道
と
関
わ
る
行
為
の
、
憲
法
に
よ
っ
て
許
容
さ

れ
う
る
範
囲
を
画
そ
う
と
す
る
最
高
裁
の
政
教
分
離
規
定
の
適
用
の
仕
方
に
問
題
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

立
法
趣
旨
を
も
っ
憲
法
規
定
の
適
用
に
お
い
て
は
、
経
験
法
則
に
基
づ
き
、
国
の
行
為
に
つ
い
て
、
す
ぐ
れ
て
規
範
的
な
価
値
判
断
を

行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
宗
教
と
関
わ
り
を
も
っ
国
の
行
為
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、

(a)多
数
派
の
国
民
の
宗

(
多
数
派
の
信
仰
や
宗
教
感
情
を
支
配
せ
し
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
)
、

(
b
)
国

教
(
感
情
)
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か

と
宗
教
を
結
び
つ
け
る
要
因
と
な
る
か
ど
う
か

(
そ
れ
が
や
が
て
重
大
な
弊
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
な
い
か
)
、
(

C

)

し
た
が
っ
て
、

固
と
宗
教
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
ご
と
き
外
観
を
つ
く
り
だ
す
も
の
か
ど
う
か
、
を
判
断
す
べ
き
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
、
国
の
宗
教
的
中
立
性
の
原
則
の
も
と
で
パ
愛
媛
靖
国
訴
訟
松
山
地
裁
判
決
の
示
し
た
合
憲
性
判
断
の
規
準
で
あ
っ
た
。
岩
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手
靖
閤
訴
訟
仙
台
高
裁
判
決
と
公
式
参
拝
訴
訟
大
阪
高
裁
判
決
の
い
ず
れ
も
、
こ
う
し
た
判
断
規
準
に
抜
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

{畿

で
あ
る
。

(
l
〉
潟
地
鎮
祭
穆
件
最
高
裁
大
法
廷
制
判
決
昭
和
五
二
・
七
・

3
一
判
決
(
辰
雄
常
三
一
巻
問
号
伊
奈
吋
一
一
二
東
}
、
判
例
臨
時
拙
棟
八
五
笈
修
二
四
真
。

(2)

愛
後
端
精
液
翻
神
社
玉
曲
中
料
支
出
擬
世
帯
賠
償
代
位
鰐
求
事
件
松
山
総
象
浮
成
元
・
三
・
プ
七
割
判
決
、
判
例
時
鎌
一
三

O
五
号
二
大
賞
。

{3}

岩
手
燥
機
会
織
関
線
栓
公
式
書
拝
議
決
趨
捕
獲
勝
俊
代
位
務
求
事
件
盛
田
岡
地
盤
楓
級
制
特
大
二
・
三
・
五
判
決
〈
郎
日
韓
航
例
集
三
人
希
一
で
叩
日
刊
号
一
六
六
官
民
)
、
判
例
脇
町
線

一
一
三
一
二
号
一
二

O
策。

{
4〉
滋
手
県
蟻
会
靖
珊
国
神
社
公
式
谷
線
織
決
損
害
賠
償
代
役
綴
求
事
件
仙
台
高
象
平
成
一
一
一
-
一
・
一

O
割
判
決
、
判
例
降
級
喜
一
七

O
号一一一頁。

(
5
)

内
照
総
溜
嶋
中
入
箆
浦
聞
神
社
公
式
参
拷
慰
術
科
鯵
求
書
苧
待
機
岡
地
紋
平
品
紘
一
%
・
一
一
一
-
一
盟
副
判
決
、
制
判
例
時
報
一
一
一
一
一
二
六
号
八
一
演
。

{
6
}

出
向
泌
総
理
大
関
胤
櫨
珊
鼠
締
役
公
式
参
捧
慰
縦
割
軒
綴
求
事
件
福
岡
高
裁
率
底
辺
・
ニ
・
二
八
割
判
決
。

{
7〉
出
内
総
縫
理
大
臣
岨
康
問
嗣
締
役
公
式
事
拝
損
害
鯵
債
務
求
事
件
大
畿
地
裁
平
成
元
・
一
一

e

九
割
判
決
、
判
例
跡
吋
朗
報
一
一
叫
豆
大
品
。
箆
五
頁
。

{
S〉
内
線
総
理
大
臣
櫨
晴
嵐
神
社
公
式
多
拷
櫨
損
害
麓
債
務
求
療
体
大
墜
商
品
串
平
成
四
・
七
建
立

O
判
決
、
戦
傷
臨
時
報
司
四
一
吋
…
悶
受
一
一
人
頁
。

{
幸
)
岩
手
県
鴻
際
線
数
玉
串
料
等
支
出
副
議
骨
骨
賠
償
代
位
篇
求
書
智
雄
庁
療
臨
岡
地
裁
綴
潟
大
ニ
・

2
7
五
割
判
決
〈
行
裁
例
集
三
人
泰
一
で
な
一
号
一
六
大
東
)
、
副
判
例
時
報

二
三
畳
一
一

O
束。

{ω
〉
怨
手
線
量
珊
医
締
役
ザ
浪
曲
串
終
等
交
路
損
害
賠
償
代
後
続
求
事
件
仙
台
湾
ゑ
平
成
…
一
一
・
一
・
一

O
割
判
決
、
判
例
降
線
二
一
七

O
号
三
頁
。

{U}

愛
媛
線
治
国
柿
社
玉
虫
甲
j

終
埜
丸
山
防
損
害
滋
畳
現
代
位
鵡
求
療
体
絞
応
急
放
平
成
一
冗
・
一
一
一
・
…
七
判
決
、
酬
明
傍
斡
吋
謙
一
コ
一

orA号
一
一
六
頁
0

2
)
愛
蝿
眠
雌
時
岨
晴
樹
神
役
玉
虫
軍
科
埜
又
泌
損
傷
簸
措
現
代
位
前
求
事
件
高
松
高
崎
楓
平
成
因
・
五
・
…
二
制
判
決
、
特
例
時
報
一
四
一
九
受
ニ
入
賞
。

〈
川
崎
}
最
大
判
田
明
蕊
一
プ
七
・
一
一
一
一

{uv
商
品
格
高
純
平
期
間
・
五
・
コ
一

{
同
州
〉
畑
欄
幽
開
高
将
軍
T
密
・
二
・
二
人

{
M
m
)

最
大
物
臨
鴨
川
忠
一
一
・
七
・
一
-
一
一

〈
抑
制
}
組
宮
山
地
鞠
平
光
・
コ
マ
一
七
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〈
辺
)

〈
日
開
〉

〈

鈎

〉

〈
幻
){m) 

(
明

ω)

総
合
前
判
平
三
・
了
一

O

紛
台
湾
判
平
三
・
一
・
…
。

大
震
高
劇
判
帯
T
m
悶
・
化
・
一
一
一
。

最
大
将
国
昭
五
二
・
七
・
一
三

判
決
(
民
集
開
随
一
一
挙
五
修
二
七
七
百
周
)
、
創
刊
雄
同
臨
時
報

一
一
一
七
号

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 

議
盟
関
演
劇
判
平
問
・
ニ
・
二
八

松
山
滋
創
刊
平
気
・

七

仙
台
高
鞠
率
三
・
一
・
一

O

大
阪
荷
物
平
捕
時
・
七
・
三

O-
一
二
添
加
反
対
意
見
)

一199-

最
大
物
昭
五
二
・
七
・

島
戦
大
利
回
明
五
二
・
七
-

松
山
出
品
端
創
刊
平
元
・
一
一
一
-
一
七

高
松
高
純
平
岡
悶
・
双
・
一
二

仙
台
高
判
概
念
一
で
一
・
一

O

大
阪
商
判
平
凶
・
七
-
三
O

錨
鴨
緑
官
開
制
判
平
四
・
二
-
一
一
人

大
阪
湾
総
乎
濁
・
七

-
Z
O

A
A
式
参
拝
訴
凱
臨
海
側
衡
裁
判
決
の
基
本
品
開
な
立
場
も
、
図
の
行
為
の
客
鎖
的
態
織
を
箪
視
し
て
い
る
ぶ
で
、
こ
れ
ら
誇
判
決
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。




